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今週のキーワード

半導体NILと規制
DNPがNILで消費電力1/10、OECDがナノ材料規制を強化

22
件

記事数

12
カ国

対象国

1/10
削減

NIL消費電力

26%超
効率

ペロブスカイト

今週の全22記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
航空宇宙・自動車向け
ナノコンポジット

会議概要
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

航空宇宙・自動車向けナノコンポジットが軽量化と性
能向上を実現する最新技術トレンドが会議で議論され
る。

#02
エレクトロスピニング
でナノファイバー量産

企業技術
報告

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

エレクトロスピニング技術がN95マスク製造で産業規
模のナノファイバー量産に成功し、スケーラビリティ
課題を克服。

#03
DNP、NILで半導体消
費電力1/10

企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

大日本印刷がNIL技術で半導体製造の消費電力を10分
の1に削減する次世代微細化を推進し、環境負荷低減
に貢献。

#05
OECD、ナノ材料規制
強化

規制情報
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○

OECDがナノ材料の粉じん度・水生毒性評価に関する
新テストガイドライン2件を公開し、安全性評価を強
化。

#06
HydroGraph、グラフ
ェン生産施設

企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

HydroGraphが米国テキサス州に大規模グラフェン生
産施設を建設し、北米の国内サプライチェーンを強化
。

#07
量子アルゴでQD太陽
電池効率最適化

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

量子アルゴリズムを用いて量子ドット太陽電池の効率
を最適化し、26%超の変換効率で持続可能エネルギー
を加速。

#08
mRNA-LNPでがんワク
チン開発

解説記事
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

CytivaウェビナーでmRNA-LNPデリバリーと小スケー
ル製造の進展が次世代がんワクチン開発を促進すると
概説。

#09
EU、化粧品ナノ材料規
制強化

規制情報
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○

EUが化粧品におけるナノ材料の安全性評価に関する改
訂版ガイダンスを公開し、溶解度や生殖毒性評価を強
化。

#10
経産省、ナノ材料規制
レポート

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
経済産業省が2026年3月分の海外ナノ材料規制動向・
安全性情報レポートを公開し、国際動向を報告。

#11
次世代ナノ材料がブレ
ークスルー

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○

2D材料、量子ドット、MOF、ペロブスカイトなどの
次世代ナノ材料がエネルギー、環境、ヘルスケアで画
期的な進歩。

#13
錦湖石油化学、FWCN
T量産開始

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

錦湖石油化学がEVバッテリー向けfew-walledカーボ
ンナノチューブ（FWCNT）の量産を市場回復受け前
倒しで開始。

#14
Zentek、グラフェンろ
過メディア商業受注

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Zentekのグラフェン強化空気ろ過メディア「ZenGua
rd」が初の商業受注を獲得し、米国HVAC市場へ参入
。

#15
OECD、ナノ材料安全
性評価強化

規制情報
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
OECDがナノ材料の粉塵性・溶解性・溶解速度に関す
る新試験ガイドラインを発表し、安全性評価を強化。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#16
GLC、グラフェン強化
無電解ニッケル

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

GLCがグラフェン強化無電解ニッケル技術を商業化し
、耐食性・耐摩耗性を大幅に向上させる高性能コーテ
ィングを提供。

#17
Belinus、グラフェン
・スーパーキャパシタ

新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Belinusが家庭・軽商用向け16
kWhグラフェン・スーパーキャパシタ「Energy Wall
G1」を2026年Q1に発売。

#18
OCSiAl、グラフェンナ
ノチューブ市場牽引

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

OCSiAlがシリーズAで500万ドル調達し、評価額20億
ドルでグラフェンナノチューブ市場を牽引。VW
PowerCoへ供給。

#19
ニオブMOFゲル、CO2
をメタノールへ

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○

ニオブベースMOFゲルがUV光でCO2をメタノールへ
高効率光触媒変換することに成功し、温室効果ガス削
減に貢献。

#20
フィンランドCAM工場
にグリーンローン

市場概観
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

フィンランドの正極活物質（CAM）工場建設に5億14
00万ユーロのグリーンローンが供与され、欧州バッテ
リー供給網を強化。

#21
カナダOHS法、ナノ材
料ばく露管理

規制情報
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○

カナダで新OHS法が施行され、設計されたナノ材料を
扱う雇用主にCSA
Z12885準拠のばく露管理が義務化。

#22
GMGグラフェンコーテ
ィング3万時間無腐食

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

GMGのグラフェン強化コーティング「THERMAL-XR
®」が30,000時間無腐食を達成し、耐久性と省エネ
性能を実証。

#23
上海チップ新興企業、
Nvidiaに挑む

企業戦略
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

上海のチップ新興企業が3Dスタッキングとナノインプ
リント技術でNvidia
GPUの支配に挑み、サブ1nmプロセスを開発。

#24
VWグループ販売減、
ラインナップ半減

市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
VWグループの2026年上半期世界販売が6.3%減、中
国は25.9%減。2030年までにラインナップ半減へ。

#25
仮想メタサーフェスで
複数機能

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ノッティンガム・トレント大学が「仮想メタサーフェ
ス」を開発し、単一デバイスで複数の光学機能を同時
実行可能に。

#26
CNano Technology、
MWCNT市場牽引

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

CNano TechnologyがMWCNT市場を牽引し、Liイオ
ンバッテリー用添加剤で成長加速。世界最大のメーカ
ーの一つ。

#27
熱再構成可能なメタサ
ーフェス進化

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

熱再構成可能なメタサーフェスが線形波動制御から非
線形・化学機能へ進化し、環境モニタリング・医療診
断を革新。

#28
地球上に豊富な触媒で
水分解効率向上

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

地球上に豊富に存在する触媒が水分解効率向上に貢献
し、カーボンニュートラルなエネルギーインフラ構築
へ新たな道。

#29
ナノテクで水処理・セ
メントCO2削減

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

ヨハネスブルグ大学Dlamini教授がナノテクノロジー
で南アフリカの水処理とセメントCO2排出削減に貢献
。

#30
米国半導体製造装置市
場、次世代NIL牽引

市場概観
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

米国半導体製造装置市場がCanon NIL、ASML
High-NA EUV、Applied
Materialsエッチング技術に牽引され成長。

#31
Ru-O-Ti触媒、イリジ
ウムフリー水電解

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

Ru-O-Ti固溶体触媒が酸性水酸化反応で高活性・高安
定性を両立し、PEMWE向けイリジウムフリー触媒開
発に道。

#32
2D ZnIn2S4ナノシー
ト、H2O2生成

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
2D ZnIn2S4ナノシートの金属空孔が光触媒過酸化水
素生成を最大化し、クリーンエネルギー生成に貢献。

#33
メタサーフェスが表面
計測に革命

解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

メタサーフェスが表面計測アプリケーションに革命を
もたらし、超コンパクトセンサーで複数機能を統合可
能に。

#34
PtNiナノ結晶、触媒性
能6.73倍向上

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

PtNiナノ結晶の局所配位非対称性がORRとEGOR触媒
性能を市販Pt/C比最大6.73倍向上させ、燃料電池に貢
献。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#35
KAIST、電気信号で光
学機能再構成

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

KAISTが電気信号で光学機能を再構成可能な「宇宙セ
ンサー」向けメタサーフェスを開発し、単一チップで
多様な役割。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 半導体製造の未来はNILが握るのか？
大日本印刷がNILで消費電力を10分の1に削減する技術を推進し、上海のスタートアップはサブ1nmとナノインプリント
でNvidiaのGPU支配に挑んでいます。EUVに代わる低コスト・省エネ技術としてNILの採用は加速するでしょうか？日本
の半導体材料・装置メーカーは、この技術シフトにどう対応すべきか、早急な検討が求められます。

❷ ナノ材料規制強化はビジネスチャンスか、それとも脅威か？
OECDやEUがナノ材料の安全性評価ガイドラインを強化し、カナダではばく露管理が義務化されました。これは、安全設
計（Safe by Design）を先行する日本企業にとって競争優位となるのか、それとも新たなコスト負担となるのか？規制動
向を注視し、自社の製品開発・製造プロセスへの影響を評価する必要があります。

❸ グラフェン・CNTはEVバッテリーと次世代エネルギーの主役となるか？
錦湖石油化学がFWCNT量産を前倒し、OCSiAlがVW PowerCoにSWCNTを供給するなど、EVバッテリーへのナノカーボ
ン材料の採用が加速しています。また、グラフェン・スーパーキャパシタや水素・CO2変換触媒も登場。日本の材料メー
カーは、この高性能ナノ材料市場の波にどう乗り、新たな価値を創出するべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

NIL技術

ナノ規制

CNT電池グラフェン 水素触媒

メタサーフ

QD太陽

多機能材

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● NIL技術 注意 半導体製造の低コスト化 中国勢の技術追撃

● ナノ規制 脅威大 安全な製品開発 規制対応コスト増大

● CNT電池 注意 EV電池性能向上 韓国・中国勢の台頭

● グラフェン 機会大 高性能材料市場拡大 —

● 水素触媒 機会大 グリーン水素・燃料 —

● メタサーフ 機会大 超小型多機能センサー —

● QD太陽 機会大 高効率太陽電池 —
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● 多機能材 機会大 新規材料応用拡大 —
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深掘り ① ― イリジウムフリーPEMWE触媒のブレークスルー
#31 | 2026/07/13 | CCS Chemistry | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

プロトン交換膜水電解槽（PEMWE）における高価なイリジウム触媒の代替として、Ru-O-Ti固溶体触媒が開発されま
した。この新規触媒は、酸性水酸化反応で高活性と長期安定性（10 mA cm-2で1,100時間以上、200 mA cm-2で28
0時間以上）を両立。酸化物経路メカニズム（OPM）を導入することで、触媒寿命の課題を大幅に改善し、イリジウム
フリー水素製造への道を開きます。

密度汎関数理論（DFT）計算とin situ電気化学赤外分光法により、Ru-O-Ti固溶体内の局所的な電子構造と構造欠陥が
OPMを促進し、高い触媒活性と安定性に貢献していることが解明されました。これは、貴金属使用量削減と水素製造コ
スト低減に直結する画期的な成果です。

▶ 技術者の視点

提示された1,100時間という安定性は、基礎研究レベルとしては非常に有望ですが、商用PEMWEの要求
寿命（数万時間）にはまだ隔たりがあります。しかし、イリジウムフリーでの高活性・高安定性両立は
学術的ブレークスルーであり、今後の材料設計指針に大きな影響を与えるでしょう。 【機会】日本の触
媒メーカーや水素関連企業は、この技術を基盤とした低コスト・高耐久性触媒の開発で世界市場をリー
ドするチャンスがあります。特に、貴金属使用量削減はコスト競争力に直結します。 【脅威】海外の研
究機関がこの分野で先行しており、日本が追随を許すと、将来の水素エネルギーサプライチェーンにお
ける競争力を失う可能性があります。 【次のアクション】国内の大学・研究機関は、このOPMメカニズ
ムのさらなる解明と、Ru-O-Ti系以外の貴金属フリー触媒への応用研究を加速すべきです。また、企業
は早期に共同研究体制を構築し、実用化に向けた耐久性・スケーラビリティ評価に着手すべきです。

深掘り ② ― DNPのNIL技術が半導体製造を革新
#03 | 日付不明 | DNP Group | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○
日本関連度●●●●●

大日本印刷（DNP）は、次世代半導体製造技術としてナノインプリントリソグラフィ（NIL）技術を開発しました。こ
の技術は、高性能半導体に必要な微細パターンを形成できるだけでなく、従来の露光プロセスと比較して消費電力を約
10分の1に大幅削減する可能性を秘めています。ナノスケールの微細回路パターンを低コストかつ高効率で実現し、半
導体業界の持続可能性と性能向上に貢献します。

NILは、テンプレートを基板に直接押し付け、UV光で樹脂を硬化させる物理的なプロセスであり、複雑な光学系や高出
力レーザーが不要です。DNPの技術は、サブ10nmレベルの微細加工に対応し、データセンター、AIチップ、IoTデバ
イス向け半導体の量産に期待されます。EUVリソグラフィの代替または補完技術として注目されています。
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▶ 技術者の視点

DNPのNIL技術は、半導体製造における消費電力削減という喫緊の課題に対し、具体的な数値目標（1/1
0）を提示しており、そのインパクトは非常に大きいと考えられます。特に、EUVリソグラフィの高コ
ストと高消費電力の課題を解決する可能性を秘めています。ただし、量産における歩留まり、欠陥管理
、テンプレートの寿命といった実用化に向けた課題は依然として存在します。 【機会】日本の半導体製
造装置・材料メーカーは、DNPのNIL技術を核としたエコシステム構築に参画することで、新たな市場
機会を獲得できます。特に、テンプレート材料やインプリント装置、レジスト材料の開発で優位性を確
立できる可能性があります。 【脅威】中国のスタートアップもナノインプリント技術を開発しており（
記事#23）、技術競争が激化する可能性があります。日本がNILの標準化と普及を主導できなければ、
競争力を失うリスクがあります。 【次のアクション】DNPは、早期にパイロットラインでの量産実証デ
ータを公開し、業界標準化を推進すべきです。日本の関連企業は、DNPとの連携を強化し、NIL向け材
料・装置の開発を加速する必要があります。
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深掘り ③ ― 多機能ナノ材料がエネルギー・環境・医療を革新
#11 | 2026/07/13 | IJRASET | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●○○

2D材料、量子ドット、MOF、ペロブスカイトなどの次世代ナノ材料が、エネルギー、環境、ヘルスケア分野で画期的
な進歩を遂げています。ペロブスカイト太陽電池は26%を超える変換効率を達成し、MOFやナノ吸着剤はCO2、重金
属、マイクロプラスチックの除去能力を向上させました。医療分野では、セラノスティックナノ粒子やナノバイオセン
サーが標的型薬物送達や早期診断の精度を高めています。

ナノ構造電極はバッテリーの充電速度と容量を向上させ、MOFは高い表面積と調整可能な細孔構造でCO2捕捉や水処理
に貢献。セラノスティックナノ粒子は診断と治療を統合し、副作用を最小限に抑えます。これらの技術は、エネルギー
不足、環境汚染、医療課題といったグローバルチャレンジへの根本的な解決策を提供します。

▶ 技術者の視点

本記事は、ナノ材料の多岐にわたる応用可能性を網羅的に示しており、特にペロブスカイト太陽電池の
26%超の効率達成は注目に値します。ただし、これらの技術の多くはまだ応用研究段階であり、大規模
生産におけるコスト、安定性、毒性評価といった実用化課題が残されています。 【機会】日本の材料メ
ーカーは、これらの次世代ナノ材料（2D材料、MOF、ペロブスカイト、量子ドット）の合成技術や機能
化技術において、独自の強みを活かせる可能性があります。特に、環境・エネルギー分野での応用は、
日本のSDGs達成目標にも合致し、新たな市場を創出する機会となります。 【脅威】海外の研究機関や
スタートアップが、これらの分野で急速に技術開発を進めており、日本が研究開発投資を怠ると、将来
的な技術的優位性を失う可能性があります。特に、中国やインドの学術界の台頭は無視できません。 【
次のアクション】R&D;部門は、自社のコア技術と親和性の高いナノ材料分野を選定し、基礎研究から応
用研究への橋渡しを強化すべきです。経営企画部門は、これらの技術がもたらす長期的な市場インパク
トを評価し、戦略的な投資計画を策定する必要があります。

その他の注目記事
上海チップ新興企業、Nvidiaに挑む (Bloomberg)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●

中国のチップ新興企業が3DスタッキングとナノインプリントでNvidiaに挑む。サブ1nmプロセスとコスト90%削減は
日本の半導体産業にとって大きな脅威となりうる。

ニオブベースMOFゲルがCO2をメタノールへ高効率光触媒変換 (Reactions (MDPI))
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●●

CO2からメタノールへの光触媒変換はカーボンニュートラル社会の鍵。ニオブベースMOFゲルは高い変換効率を示し、
基礎研究段階ながら将来のCCU技術に大きな期待。

OECD、ナノ材料の粉じん度・水生毒性評価に関する新テストガイドライン2件を公開 (Bergeson & Campbell, P.C.)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●○○

ナノ材料の安全性評価に関する国際的な規制強化は、日本の材料メーカーにとって製品開発・製造プロセスにおける新
たなコンプライアンス要件となる。早期の情報収集と対応が必須。

Belinus、家庭・軽商用向け16 kWhグラフェン・スーパーキャパシタ「Energy Wall G1」を2026年Q1に発売 (Belinus)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

グラフェン・スーパーキャパシタの製品化は、EV回生ブレーキやグリッド安定化など、高速充放電・長寿命が求められ
るエネルギー貯蔵市場に大きな影響を与えるだろう。

OCSiAlがシリーズAで500万ドル調達、評価額20億ドルでグラフェンナノチューブ市場を牽引 (Tracxn)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
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OCSiAlがVW PowerCoへ単層カーボンナノチューブを供給する大型契約を獲得。EVバッテリーにおけるナノカーボン
材料の重要性と市場拡大を明確に示している。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】DNPのNIL技術に関する詳細情報を収集し、自社の半導体パッケージング材料や製造装置への影響を
評価する。

• 【調達】OECD/EU/カナダのナノ材料規制強化に関する最新情報を確認し、サプライヤーへの影響と自社製品の
コンプライアンス状況を把握する。

• 【経営企画】中国の半導体スタートアップ（上海原子技術、Prinano）の動向を注視し、NIL技術や3Dスタッキ
ングが日本の半導体産業に与える潜在的脅威を分析する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/半導体PKG】NIL技術の欠陥管理、歩留まり向上、テンプレート寿命に関する研究開発動向を調査し、
DNPとの連携可能性を検討する。

• 【材料メーカー】EVバッテリー向けナノカーボン材料（FWCNT,
SWCNT）の市場動向と競合他社（錦湖石油化学、OCSiAl、CNano
Technology）の技術・生産能力を詳細に分析する。

• 【R&D;/エネルギー】イリジウムフリー水電解触媒（Ru-O-Ti系）やCO2からメタノール変換触媒（Nb-MOG）
の基礎研究動向をフォローし、自社の触媒技術への応用可能性を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画/R&D;】ナノ材料の安全性評価に関する国際標準化活動（OECD
TGなど）に積極的に参加し、日本の産業界の意見を反映させる体制を構築する。

• 【R&D;/EV設計】グラフェン・スーパーキャパシタ（Belinus）やグラフェン強化コーティング（GMG）など
、グラフェン応用製品の長期的な市場成長と技術成熟度を評価し、次世代製品への採用を検討する。

• 【R&D;/センサー開発】仮想メタサーフェスや電気再構成可能メタサーフェス（KAIST、ノッティンガム・トレ
ント大学）の進展を注視し、超小型・多機能センサーや光学デバイスの将来像を描く。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-18
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#01 航空宇宙・自動車向けナノコンポジットが軽量化と性
能向上を実現する最新技術トレンド

概要

航空宇宙および自動車産業では、軽量で高性能な材料への需要が急増しており、ナノ
コンポジット技術がその解決策として注目されています。これらの先進材料は、強
度、耐久性を飛躍的に向上させつつ、部品の軽量化を可能にします。これにより、車

両の燃費効率と全体的な運用性能の大幅な改善に貢献します。今後の会議セッション
では、これらのナノコンポジットおよび軽量材料に関する最新のイノベーション、具
体的な応用事例、導入における課題、そして将来の方向性が深く議論される予定で

す。

公開日 日付不明  Nanotechnology Conference Session Outline  アメリカ



詳細

主要成果

航空宇宙および自動車産業において、ナノコンポジット技術が次世代の軽量で高性能な
材料を実現する鍵として注目されています。この技術の進展は、両産業における車両の
燃費効率向上と性能強化に直接貢献すると期待されています。

技術・臨床詳細

ナノコンポジットは、ポリマー、金属、セラミックスなどの基材にナノスケールの粒子
や繊維を分散させることで、従来の材料では達成できなかった優れた機械的特性や物理
的特性を発現します。特に、航空宇宙分野では、航空機の軽量化による燃料消費削減が
喫緊の課題であり、ナノコンポジットは構造部品や内装材への適用を通じて、大幅な重
量軽減を実現します。例えば、炭素繊維強化プラスチック（CFRP）にカーボンナノチ
ューブやグラフェンを複合化することで、強度や靭性を維持しつつ、さらに軽量化が可
能です。自動車分野においても、ボディパネル、エンジン部品、バッテリーケーシング
などへのナノコンポジットの導入が進められており、車両全体の軽量化と衝突安全性向
上に寄与します。これにより、電気自動車（EV）の航続距離延長や内燃機関車の燃費改
善が見込まれます。

背景・業界文脈

近年、世界の航空宇宙および自動車産業は、厳しさを増す環境規制と消費者からの性能
向上要求に直面しています。特に、温室効果ガス排出量の削減目標達成のためには、車
両の軽量化が不可欠な戦略の一つです。ナノコンポジットは、これらの要求を満たすた
めの革新的なアプローチとして位置づけられています。市場調査によると、ナノコンポ
ジット市場は今後数年間で高い成長率が予測されており、研究開発投資も活発化してい
ます。



今後の展望

この分野の専門家は、ナノコンポジットの製造プロセスにおけるスケーラビリティとコ
スト効率の課題を克服することが、広範な産業応用には不可欠であると考えています。
今後の研究は、新しいナノフィラーの探索、複合化技術の最適化、そしてリサイクル性
の向上に焦点が当てられるでしょう。また、マルチファンクショナルな特性を持つスマ
ートナノコンポジットの開発も期待されており、センサー機能や自己修復機能を持つ材
料が将来的に登場する可能性があります。会議セッションでは、これらの課題と機会に
ついて、産業界と学術界のリーダーが活発な議論を行うことで、技術のさらなる加速が
期待されます。

元記事: https://www.nanotechconference.org/scientific-sessions/Nanocomposites

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nanotechconference.org/scientific-sessions/Nanocomposites


#02 エレクトロスピニング技術、N95マスク製造で産業規
模のナノファイバー量産に成功

概要

エレクトロスピニング技術が、N95フェイスマスクの生産を通じて産業用途向けナノ
ファイバーの商業的量産に成功し、スケーラビリティの課題を克服しました。この技
術は、繊維径、機械的特性、化学的機能性を調整できる汎用性を持ちます。Bionicia社

がN95マスク製造で実績を上げたことで、エレクトロスピニングが研究室規模から産
業規模への移行が可能であることが証明されました。スループット向上のためには、
溶液特性、環境条件、印加電圧、流量、ニードル、コレクターといった主要パラメー

タの精密な調整が不可欠です。

公開日 日付不明  Nanoscience Analytical  アメリカ



詳細

主要成果

エレクトロスピニング技術は、長年のスケーラビリティの課題を克服し、Bionicia社が
N95フェイスマスクの商業生産においてナノファイバーを産業規模で量産することに成
功しました。この成果は、エレクトロスピニングが研究室での有望性だけでなく、実用
的な産業応用において実行可能な技術であることを明確に示しています。

技術・臨床詳細

エレクトロスピニングは、ポリマー溶液またはメルトに高電圧を印加することで、マイ
クロからナノスケールの連続繊維を生成する技術です。このプロセスの汎用性は、最終
製品の繊維径、機械的特性、表面化学的機能性を容易に調整できる点にあります。これ
までの研究では、多様な材料からのナノファイバー製造が実証されてきましたが、高ス
ループットでの商業生産への移行が大きな障壁でした。Bionicia社は、独自のプロセス
最適化により、N95マスクフィルターのような高性能用途に必要な繊維マットを効率的
に生産する能力を実証しました。スループットを向上させるための重要なパラメータに
は、以下の要素が含まれます。

溶液特性：ポリマー濃度、粘度、表面張力、導電率が繊維形成に直接影響を与えま
す。

環境条件：温度と湿度が溶媒の蒸発速度と繊維の凝集に影響を与えます。

印加電圧：電界強度を調整することで、繊維の引き伸ばしと直径を制御します。

流量：ノズルからの溶液供給速度は、生産速度に直結します。

ニードルおよびコレクター設計：多噴射ニードルや回転ドラムコレクターなどの革新
的な設計が、生産効率と均一性を向上させます。

これらのパラメータを精密に制御することで、高品質なナノファイバーを継続的かつ大
規模に生産することが可能となります。



背景・業界文脈

ナノファイバーは、高い表面積対体積比、優れた濾過性能、生体適合性などのユニーク
な特性から、医療、エネルギー貯蔵、環境、防護服など多岐にわたる分野での応用が期
待されています。特にパンデミック以降、N95マスクのような高性能フィルター材料へ
の需要が急増し、エレクトロスピニング技術の商業化が加速しました。従来のナノファ
イバー製造法と比較して、エレクトロスピニングは材料選択の自由度が高く、機能化が
容易であるため、次世代製品開発の基盤技術として期待されています。

今後の展望

エレクトロスピニング技術の商業化は、ナノファイバーベース製品の市場拡大に大きく
貢献するでしょう。将来的には、より高度なプロセス自動化、AIを活用したリアルタイ
ム制御、そして多様な材料（例：セラミック、金属ナノファイバー）への適用が研究の
焦点となると考えられます。これにより、医療用インプラント、高性能バッテリーセパ
レーター、スマートテキスタイルなど、さらに幅広い分野での応用が現実のものとな
り、ナノテクノロジーの実用化をさらに推進することが期待されます。産業界は、この
スケーラビリティの進展を背景に、新たな製品開発と市場開拓に注力していくと見られ
ます。

元記事: https://www.nanoscience-analytical.com/scaling-up-the-fabrication-of-electrospun-nanofibers/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nanoscience-analytical.com/scaling-up-the-fabrication-of-electrospun-nanofibers/


#03 大日本印刷、NIL技術で半導体製造の消費電力を10分
の1に削減する次世代微細化を推進

概要

大日本印刷（DNP）は、次世代半導体製造技術として期待されるナノインプリントリ
ソグラフィ（NIL）技術を開発しました。この技術は、高性能半導体に不可欠な微細パ
ターンを形成できるだけでなく、従来の露光プロセスと比較して消費電力を約10分の1

に大幅削減する可能性を秘めています。NILは、ナノスケールの微細回路パターンを低
コストかつ高効率で実現することで、半導体業界の持続可能性と性能向上に大きく貢
献します。

公開日 日付不明  DNP Group  日本



詳細

主要成果

大日本印刷（DNP）は、次世代半導体製造技術として注目されるナノインプリントリソ
グラフィ（NIL）技術を開発し、高性能半導体の微細パターン形成能力を確立しまし
た。この革新的な技術は、半導体製造における露光プロセスの消費電力を従来の約10分
の1にまで削減できる可能性を秘めており、微細化と環境負荷低減を両立するソリュー
ションとして期待されています。

技術・臨床詳細

ナノインプリントリソグラフィ（NIL）は、ナノスケールの微細な回路パターンを形成
するための手法であり、光リソグラフィとは根本的に異なる原理に基づいています。
NILプロセスでは、まず回路設計が転写された表面形態パターンを持つテンプレート
（型）を準備します。次に、このテンプレートを、樹脂がコーティングされた半導体基
板に直接押し付けます。押し付けられた後、UV光を照射して樹脂を硬化させ、テンプ
レートのパターンを基板上の樹脂層に転写します。これにより、極めて微細なナノスケ
ールのパターンが物理的に形成されます。この方式の最大の利点は、複雑な光学系を必
要としないため、従来の光リソグラフィに比べて装置が簡素化され、製造コストを大幅
に削減できる点です。さらに、露光光源に高出力のレーザーを必要としないため、消費
電力が劇的に低減されます。DNPのNIL技術は、特にパターン転写精度と均一性におい
て高いレベルを達成しており、最先端の半導体デバイスに必要なサブ10nmレベルの微
細加工に対応可能です。これにより、より高性能で低消費電力な半導体の量産が期待さ
れます。

背景・業界文脈

半導体業界は、ムーアの法則に沿った微細化の限界に直面しており、従来の光リソグラ
フィ技術はコスト増大と消費電力の問題を抱えています。極端紫外線（EUV）リソグラ
フィは微細化を推進していますが、非常に高価で複雑な装置が必要であり、その運用に
は膨大なエネルギーを消費します。このような背景から、NILはEUVリソグラフィの代
替または補完技術として、コスト効率とエネルギー効率の高い微細化ソリューションと
して注目されています。DNPは、長年にわたる微細加工技術と材料技術の蓄積を活か
し、NIL分野で主導的な役割を果たそうとしています。



今後の展望

DNPのNIL技術は、データセンター、AIチップ、IoTデバイスなど、高性能かつ低消費電
力な半導体への需要が高まる中で、その重要性を増すと考えられます。将来的には、
NILがメモリ、ロジック、あるいはその他の特殊な半導体デバイスの製造において、
EUVリソグラフィと共存しながら、特定のアプリケーションで優位性を示すことが期待
されます。DNPは、テンプレート製造から装置開発、プロセス技術の最適化までを一貫
して推進し、NIL技術のさらなる実用化と普及を目指していくでしょう。これにより、
半導体製造のグリーン化と次世代デバイスの実現に大きく貢献する可能性があります。

元記事: https://www.global.dnp/en/biz/solution/semiconductors/10162425/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.global.dnp/en/biz/solution/semiconductors/10162425/


#05 OECD、ナノ材料の粉じん度・水生毒性評価に関する
新テストガイドライン2件を公開

概要

経済協力開発機構（OECD）は2026年7月2日、ナノ材料の安全性評価に関する2つの重
要な新テストガイドライン（TG）を発表しました。これらのガイドラインは、ナノオ
ブジェクトの粉じん度測定と水生・底生生物毒性試験に関するもので、環境中のナノ

材料の挙動と影響をより正確に評価することを目的としています。同時に、米国環境
保護庁（EPA）は、化学物質評価における動物実験代替の新アプローチ手法（NAM）
の更新を発表し、安全性評価の現代化を推進しています。

公開日 2026年07月16日  Bergeson & Campbell, P.C.  アメリカ



詳細

主要成果

経済協力開発機構（OECD）は、2026年7月2日にナノ材料の安全性評価を強化するた
め、「ナノオブジェクト、その凝集体および集合体を含む材料の粉じん度測定に関する
テストNo. 127」および「水生・底生生物毒性試験に関するガイドライン」の2つの新テ
ストガイドライン（TG）を公開しました。これは、ナノ材料が環境に与える影響のより
正確な評価を可能にするものです。

技術・臨床詳細

OECDが発行した新テストガイドラインは、ナノ材料の安全性データ取得における標準
化と国際的な整合性を図る上で極めて重要です。Test No. 127「粉じん度測定」は、ナ
ノ材料の製造、取り扱い、使用、廃棄の各段階で発生する可能性のある微細粒子（粉じ
ん）の量を定量的に評価するための方法を定めています。これは、作業者の吸入曝露リ
スクを評価し、適切な安全対策を講じる上で不可欠な情報を提供します。もう一つの
「水生・底生生物毒性試験に関するガイドライン」は、水生環境および底生環境におけ
るナノ材料の毒性影響を評価するための試験方法を具体的に示しています。これには、
様々な水生生物（魚類、甲殻類、藻類など）や底生生物（堆積物中の生物）に対する急
性および慢性毒性試験が含まれ、ナノ材料の環境中の運命と生態系への潜在的影響を詳
細に評価することを可能にします。これらのガイドラインは、ナノ材料の溶解度、溶解
速度、粒子サイズ分布、表面特性など、ナノ特有の物理化学的特性を考慮した試験設計
が求められるのが特徴です。

背景・業界文脈

ナノ材料は、その革新的な特性から多岐にわたる産業分野で応用が進む一方で、その安
全性、特に環境への影響に関する懸念も高まっています。各国政府や国際機関は、ナノ
材料の安全な開発と利用を促進するため、適切な規制枠組みと評価手法の確立を急いで
います。OECDのテストガイドラインは、国際的に認知された安全性評価の標準であ
り、これに基づいて各国が自国の規制を策定する際の基盤となります。また、米国環境
保護庁（EPA）が発表した「新アプローチ手法（NAM）」の更新は、動物実験の削減を
目指し、in vitro試験や計算モデルなどの先進的な評価手法を導入するもので、ナノ材料
評価の効率性と倫理性の向上に寄与します。



今後の展望

これらの新ガイドラインの導入により、ナノ材料の環境安全性評価がより体系的かつ厳
格に行われるようになります。これにより、企業は製品開発の初期段階から安全性デー
タを考慮した設計（Safe by Design）を推進し、市場導入への障壁を低減できると期待
されます。また、国際的な評価基準の統一は、ナノ材料のグローバルな貿易とイノベー
ションを促進する上で重要な役割を果たします。将来的には、これらのガイドラインが
さらに発展し、複合的な環境要因下でのナノ材料の挙動や、長期的な生態系への影響を
評価する手法が組み込まれる可能性があります。産業界は、これらの新しい規制動向に
迅速に対応し、持続可能なナノテクノロジーの発展に貢献することが求められます。

元記事: https://www.lawbc.com/recent-federal-developments-for-july-2026/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.lawbc.com/recent-federal-developments-for-july-2026/


#06 HydroGraph、米国テキサス州に大規模グラフェン生
産施設を建設し国内サプライチェーンを強化

概要

HydroGraph Clean Power Inc.は2026年7月の企業アップデートで、米国テキサス州ベル
ビルに初の米国大規模グラフェン生産施設を建設すると発表しました。同社はWestern

Internationalとの間で、アセチレンガス長期供給および土地リース契約を締結し、生産

体制を確立します。この動きは、グラフェンを含む重要材料の完全な国内サプライチ
ェーンを確保しようとする米国連邦政府からの関心とも合致しており、北米における
グラフェン産業の戦略的発展を推進します。

公開日 2026年07月16日  HydroGraph Clean Power Inc.  カナダ



詳細

主要成果

HydroGraph Clean Power Inc.は、米国テキサス州ベルビルに同社初となる米国大規模グ
ラフェン生産施設の建設を発表し、Western Internationalとのアセチレンガス長期供給
および土地リース契約を締結しました。この戦略的な動きは、北米におけるグラフェン
の国内サプライチェーンを強化し、重要材料の安定供給に貢献するものです。

技術・臨床詳細

HydroGraphのグラフェン生産は、独自の爆発性解離法（ Explosive Detonation

Method）に基づいています。この手法は、高純度で欠陥の少ないグラフェンを、従来
の製造法よりも低コストかつ高効率で生産できることが特徴です。テキサス州ベルビル
に建設される新施設は、この技術を商業規模で展開するための重要なステップとなりま
す。Western Internationalとの契約は、グラフェン製造に必要な主要な前駆体であるア
セチレンガスの安定供給を確保し、大規模生産のスケーラビリティを保証します。土地
リース契約も生産施設の長期的な運営基盤を確立するものであり、同社は市場投入まで
のタイムラインを大幅に短縮し、生産コストを最適化することを目指しています。この
施設は、バッテリー、複合材料、潤滑剤、コーティングなど、幅広い産業用途向けにグ
ラフェンを供給する予定であり、特に米国市場における需要増大に対応します。

背景・業界文脈

グラフェンは、その卓越した特性から次世代産業の基盤材料として注目されています
が、サプライチェーンの脆弱性や生産コストの高さが課題となっていました。特に、地
政学的なリスクの高まりを背景に、各国政府は重要材料の国内供給網確保に強い関心を
示しています。米国連邦政府も、グラフェンを含む先進材料の完全な国内サプライチェ
ーンを確立することの戦略的意義を認識しており、HydroGraphのこの取り組みは、そ
の政策目標と強く連携しています。これにより、同社は政府からの支援や共同プロジェ
クトへの参画機会を得る可能性があり、事業展開を加速させる好機となります。



今後の展望

HydroGraphの米国グラフェン生産施設の稼働は、北米におけるグラフェン市場の成長
を大きく加速させるでしょう。同社は、商用化の進展、事業再編、および上場計画に関
する最新情報を引き続き提供していく予定です。この新施設は、高純度グラフェンを必
要とする様々なハイテク産業に対し、信頼性の高い国内供給源を提供することで、イノ
ベーションと経済成長を促進します。将来的には、HydroGraphがグラフェンベースの
新しい製品開発を加速させ、既存産業における材料性能の限界を押し広げることが期待
されます。また、米国政府との連携を通じて、戦略的防衛用途やクリーンエネルギー技
術へのグラフェン応用も視野に入ると考えられます。

元記事: https://hydrograph.com/hydrograph-corporate-update-july-2026/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://hydrograph.com/hydrograph-corporate-update-july-2026/


#07 Regeneron ISEF、量子アルゴリズムで量子ドット太
陽電池の効率を最適化し持続可能エネルギーを加速

概要

Regeneron ISEFの発表によると、量子ドット太陽電池（QDSCs）の効率が変分量子固
有値ソルバーなどの量子アルゴリズムを用いて最適化されました。この研究は、従来
のシリコンベース太陽電池の限界を克服し、持続可能なエネルギー生産に革命をもた

らす可能性を秘めています。量子計算シミュレーションにより、カドミウムセレン化
物、硫化鉛、リン化インジウム、銅インジウムセレン化物、ペロブスカイト量子ドッ
トなどの最適構成が特定され、より効率的でコスト効果の高い太陽エネルギーへの道

筋が提供されました。

公開日 日付不明  Regeneron ISEF (International Science and Engineering Fair)  アメリカ



詳細

主要成果

Regeneron ISEFで発表された研究により、量子アルゴリズム、特に変分量子固有値ソル
バーを活用することで、量子ドット太陽電池（QDSCs）の効率を大幅に最適化すること
に成功しました。このブレークスルーは、従来のシリコンベース太陽電池の性能限界を
乗り越え、持続可能なエネルギー分野に革命をもたらす潜在力を持っています。

技術・臨床詳細

量子ドット太陽電池（QDSCs）は、その独自のバンドギャップ調整能力と高い光吸収係
数により、次世代の太陽電池技術として大きな期待を集めています。量子ドット
（QDs）は、サイズに応じて吸収および発光スペクトルを調整できるため、太陽光スペ
クトル全体をより効率的に捕捉することが可能です。この研究では、量子ドット材料の
最適構成を特定するために、先進的な量子計算シミュレーションが用いられました。具
体的には、変分量子固有値ソルバー（VQE）などの量子アルゴリズムが、カドミウムセ
レン化物（CdSe）、硫化鉛（PbS）、リン化インジウム（InP）、銅インジウムセレン
化物（CIS）、そしてペロブスカイト量子ドットといった様々なQD材料の電子構造と光
学特性をモデル化・最適化するために適用されました。このシミュレーションを通じ
て、特定のQD材料の組み合わせと構造的配置が、太陽電池の光電変換効率（PCE）を最
大化することが示されました。これにより、エネルギー変換効率を向上させつつ、材料
コストを抑えることが可能となり、よりスケーラブルでコスト効率の高い太陽エネルギ
ー生産への道筋が示されました。従来の半導体製造プロセスと比較して、QDSCsは低コ
ストで溶液プロセスによって製造できる可能性を秘めています。

背景・業界文脈

世界のエネルギー需要が高まる中、再生可能エネルギー源、特に太陽光発電の重要性は
増しています。しかし、現在の主流であるシリコンベースの太陽電池は、製造コスト、
重量、剛性、そして理論上の変換効率の限界という課題を抱えています。量子ドット太
陽電池は、これらの課題を克服する可能性を持つ革新的な技術として、長年にわたり研
究が進められてきました。量子計算の進歩は、材料科学における複雑な問題を解決する
ための強力なツールを提供し、QDSCsの設計と最適化を加速させる新たな手段となって
います。



今後の展望

この研究成果は、量子ドット太陽電池の商業化を大きく推進するものです。量子アルゴ
リズムを用いた最適化手法は、材料選定とデバイス設計の効率を飛躍的に向上させ、研
究開発サイクルを短縮することができます。将来的には、この技術が開発途上国におけ
る低コストで設置が容易な太陽電池の普及に貢献し、世界的なエネルギーアクセスと持
続可能性の目標達成に寄与することが期待されます。また、フレキシブルな太陽電池や
透明太陽電池など、QDSCsの多様な応用展開も視野に入っており、建材一体型太陽光発
電（BIPV）やウェアラブルデバイスへの統合など、新たな市場機会を創出する可能性も
秘めています。量子計算技術のさらなる発展と材料科学との融合が、クリーンエネルギ
ー革命を加速させる鍵となるでしょう。

元記事: https://isef.net/project/egsd046-enhancing-quantum-dot-based-solar-cell-efficiency

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://isef.net/project/egsd046-enhancing-quantum-dot-based-solar-cell-efficiency


#08 Cytivaウェビナー、mRNA-LNPデリバリーと小スケ
ール製造の進展で次世代がんワクチン開発を促進

概要

Cytivaが開催するウェビナーでは、次世代がんワクチン開発の鍵となるmRNA-LNP

（脂質ナノ粒子）技術の最新動向が概説されます。特に、個別化がんワクチンの進展
に伴う少量の高再現性製造およびスケール変更の課題に焦点が当てられます。このウ

ェビナーは、効率的なデリバリー技術と小スケールから臨床製造への移行に関する戦
略的考察を提供し、mRNA創薬の未来を形作る重要な機会となります。

公開日 2026年07月23日  Cytiva  スウェーデン



詳細

主要成果

Cytivaが開催するウェビナーは、mRNA-LNP（脂質ナノ粒子）デリバリー技術と小スケ
ール製造の最新進展が、次世代のがんワクチン開発をどのように加速させるかについて
概説します。特に、個別化がんワクチンのニーズに応じた少量・高再現性製造およびそ
のスケールアップ戦略が議論の焦点となります。

技術・臨床詳細

mRNAワクチンは、COVID-19パンデミックを通じてその有効性が広く認識されて以来、
感染症予防だけでなく、がん治療においても大きな期待を集めています。特に、個別化
がんワクチンは、患者ごとに異なる腫瘍抗原を標的とすることで、より効果的な治療を
目指します。このアプローチでは、患者固有の腫瘍遺伝子情報に基づき、オーダーメイ
ドのmRNAワクチンを迅速に製造する必要があります。しかし、その実現には、mRNA
を安定かつ効率的に細胞内へ送達するためのLNP技術の最適化と、少量多品種生産に対
応できる製造プロセスの確立が不可欠です。

ウェビナーでは、以下の具体的な進展と課題が取り上げられます。

LNPデリバリーの最適化：LNPはmRNAを分解から保護し、標的細胞への効率的な導
入を可能にするキャリアです。その組成（イオン化脂質、ヘルパー脂質、コレステロ
ール、PEG化脂質）の微調整により、安定性、生体内分布、免疫原性を最適化する最
新のアプローチが紹介されます。

小スケール製造技術：個別化がんワクチンに必要な少量生産において、品質と再現性
を確保するための先進的な製造技術（例：マイクロ流路技術を用いた混合、フロー合
成）が議論されます。これにより、迅速なプロトタイプ作成から臨床試験用サンプル
の製造までを効率的に行うことが可能になります。

スケール変更の戦略：研究室スケールから臨床、そして最終的には商業生産へのスム
ーズな移行を実現するための戦略的アプローチが提示されます。これには、プロセス
パラメータの同定、品質管理（QC）戦略、規制要件への対応などが含まれます。

これらの技術的側面は、個別化医療の進展において中心的な役割を果たします。



背景・業界文脈

がん治療は、従来の化学療法や放射線療法から、免疫療法や分子標的治療へとパラダイ
ムシフトが進んでいます。mRNAがんワクチンは、患者自身の免疫システムを活性化し
てがん細胞を攻撃させる画期的なアプローチとして注目されています。しかし、個々の
患者に対応するワクチンを製造するには、効率的で柔軟な製造インフラが求められま
す。Cytivaのようなバイオプロセス技術のリーディングカンパニーは、このようなニー
ズに応えるソリューションを提供することで、mRNA創薬エコシステムの発展に貢献し
ています。

今後の展望

このウェビナーで議論される進展は、がんワクチン開発の加速だけでなく、他の疾患領
域におけるmRNA治療薬の可能性も広げます。効率的なLNPデリバリーと柔軟な製造プ
ラットフォームの確立は、遺伝子治療、再生医療、稀少疾患治療など、幅広いmRNAベ
ースの医薬品開発に貢献するでしょう。将来的には、AIや機械学習を活用したLNP設計
の自動化や、製造プロセスのインラインモニタリングがさらに進化し、より迅速かつコ
スト効率の高い医薬品供給が実現される可能性があります。投資家や製薬企業は、この
分野の技術革新がもたらす巨大な市場ポテンシャルと患者アウトカムの改善に大きな期
待を寄せています。

元記事: https://www.cytivalifesciences.co.jp/tech_support/webinar/unlocking-next-wave-cancer-

vaccines-webinar.html

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.cytivalifesciences.co.jp/tech_support/webinar/unlocking-next-wave-cancer-vaccines-webinar.html
https://www.cytivalifesciences.co.jp/tech_support/webinar/unlocking-next-wave-cancer-vaccines-webinar.html


#09 EU、化粧品におけるナノ材料の安全性評価に関する
改訂版ガイダンスを公開し規制強化

概要

EUは、化粧品におけるナノ材料の安全性評価に関する改訂版ガイダンスを公開し、既
存の化粧品規制（EC）No 1223/2009に基づく要件を強化しました。この改訂版では、
溶解度、分散性、アスペクト比、血中細胞への取り込み、生殖毒性、内分泌攪乱な

ど、ナノ粒子の特性評価と安全性に関する新たなセクションが導入されています。こ
れにより、化粧品中のナノ材料の安全確保と消費者保護が一層強化されます。

公開日 日付不明  GPC Gateway  欧州



詳細

主要成果

欧州連合（EU）は、化粧品におけるナノ材料の安全性評価に関する改訂版ガイダンスを
公開しました。これは、既存の化粧品規制（EC）No 1223/2009に準拠し、化粧品に使
用されるナノ材料の定義、上市前通知、安全性評価、表示に関する要件をさらに明確
化・強化するものです。

技術・臨床詳細

この改訂版ガイダンスは、化粧品中のナノ材料がヒトの健康と環境に与える潜在的リス
クをより詳細に評価することを目的としています。特に、ナノ粒子の特異的な挙動と影
響を考慮に入れるため、以下の側面をカバーする新しいセクションが導入されました。

溶解度および溶解速度：ナノ材料が水性および非水性媒体中でどれだけ速く溶解する
かを評価し、生体内での挙動を予測します。

ナノ粒子の非存在性の証拠：ナノ材料であると主張されていない物質についても、ナ
ノ粒子の存在を否定するための十分な証拠が求められる場合があります。

分散性：化粧品製剤中でのナノ材料の安定した分散状態と、それが安全性評価に与え
る影響を考慮します。

アスペクト比：繊維状ナノ材料（例：カーボンナノチューブ）の場合、そのアスペク
ト比が毒性に影響を与える可能性があるため、関連する評価が必要です。

血中細胞への取り込み：ナノ材料が体内に吸収された場合に、血中の細胞に取り込ま
れる可能性とその影響を評価します。

生殖毒性：生殖機能への潜在的な有害作用を評価するための試験要件が強化されま
す。

内分泌攪乱：ナノ材料が内分泌系に影響を及ぼす可能性についての評価も求められま
す。

これらの新しい要件は、化粧品メーカーがナノ材料を配合する製品を開発・上市する際
に、より包括的で科学的な安全性データを提供することを義務付けています。



背景・業界文脈

ナノテクノロジーは化粧品業界に革新的な機能（UV防御、有効成分の安定化、浸透促
進など）をもたらす一方で、その安全性、特に長期的な影響や人体への暴露経路に関す
る懸念も高まっていました。EUは、プリコーションの原則に基づき、化学物質規制にお
いて世界をリードしてきました。今回の化粧品規制の改訂は、ナノ材料が持つ潜在的な
リスクに対する消費者の懸念に応え、かつ科学的知見の進展を反映したものです。これ
により、化粧品業界は製品開発とリスク評価プロセスにおいて、より高い透明性と厳格
さが求められることになります。

今後の展望

この改訂版ガイダンスの公開により、化粧品メーカーはナノ材料を含む製品の安全性評
価戦略を見直し、必要に応じて追加の試験やデータ収集を行う必要があります。これに
より、市場に流通するナノ材料配合化粧品の安全性が一層確保され、消費者の信頼を維
持・向上させることが期待されます。長期的には、この規制強化が「安全設計（Safety

by Design）」の考え方を化粧品開発に組み込むことを促進し、ナノテクノロジーを用
いた化粧品イノベーションが、より持続可能で責任ある形で進展するでしょう。企業
は、専門家と連携してこれらの新しい要件に迅速に対応し、競争力を維持することが求
められます。

元記事: https://gpcgateway.com/regulatory-regions/european-union/news-detail/eu-committee-

publishes-revision-of-guidance-on-the-safety-assessment-of-nanomaterials-in-cosmetics-ODYy

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://gpcgateway.com/regulatory-regions/european-union/news-detail/eu-committee-publishes-revision-of-guidance-on-the-safety-assessment-of-nanomaterials-in-cosmetics-ODYy
https://gpcgateway.com/regulatory-regions/european-union/news-detail/eu-committee-publishes-revision-of-guidance-on-the-safety-assessment-of-nanomaterials-in-cosmetics-ODYy


#10 経済産業省、2026年3月分の海外ナノ材料規制動向・
安全性情報レポートを公開

概要

経済産業省は、2026年3月分のナノ材料の海外における規制動向および安全性情報に
関するレポートを公開しました。このレポートでは、OECDがナノ材料の水生・底生生
物毒性試験ガイダンスを含む複数のガイダンス文書を発表したことや、安全で持続可

能なナノ材料活用繊維の開発を確保するための規制当局、産業界、学術界の連携促進
の必要性などが言及されています。これは、国際的なナノ材料管理の動向を把握し、
日本の産業界が対応するための重要な情報源となります。

公開日 日付不明  経済産業省  日本



詳細

主要成果

経済産業省は、2026年3月分の海外におけるナノ材料の規制動向および安全性情報に関
するレポートを公開しました。このレポートは、経済協力開発機構（OECD）が新たに
発表したナノ材料の水生・底生生物毒性試験ガイダンスを含む複数文書の概要を提示
し、国際的な安全性評価枠組みの進展を伝えています。

技術・臨床詳細

この経済産業省のレポートは、ナノ材料を取り扱う国内外の企業にとって重要な情報を
提供します。主な報告内容には以下の点が挙げられます。

OECDの新たなガイダンス文書：OECDは、ナノ材料の環境安全性評価に関する標準
化されたテストガイドライン（TG）を継続的に開発・更新しています。レポートで
は、特に水生環境および底生環境におけるナノ材料の毒性評価に焦点を当てた新しい
ガイダンスの概要が示されており、これはナノ材料の環境排出が生物多様性や生態系
に与える影響をより正確に測定するための国際的な枠組みを強化するものです。

安全で持続可能なナノ材料活用繊維の開発：レポートは、ナノ材料を組み込んだ繊維
製品の安全性と持続可能性を確保するために、規制当局、産業界、学術界が連携する
ことの重要性を強調しています。これには、製品のライフサイクル全体にわたるリス
ク評価、代替材料の検討、および革新的な安全性評価手法の開発が含まれます。特
に、繊維産業におけるナノ材料の応用（例：抗菌性、UVカット、撥水性など）は急
速に拡大しており、適切な安全性評価基準の確立が不可欠です。

これらの動向は、ナノ材料の安全性評価が国際的に重視され、より厳格化していること
を示唆しています。

背景・業界文脈

ナノ材料は、その革新的な特性により様々な産業分野で利用が進む一方で、その潜在的
な健康影響や環境リスクに関する懸念から、国際的な規制の動きが活発化しています。
各国政府は、科学的知見に基づいた安全性評価手法の確立と、適切な管理体制の構築を
急いでいます。OECDが果たす役割は特に大きく、そのテストガイドラインは多くの国
で規制の基礎として採用されています。経済産業省が定期的に発行するこの種のレポー
トは、日本の産業界が国際的な規制環境の変化に迅速に対応するための羅針盤となりま
す。



今後の展望

このレポートで示された規制動向は、ナノ材料の製造・輸入を行う企業に対し、製品開
発の初期段階から安全性評価をより重視し、「安全設計（Safety by Design）」のアプ
ローチを導入することを促すでしょう。特に、ナノ材料を活用した繊維製品の開発にお
いては、サプライチェーン全体での安全性情報共有とリスク管理が不可欠となります。
将来的には、OECDのガイダンスがさらに細分化され、様々なナノ材料の種類や応用に
応じた評価手法が確立される可能性があります。日本の産業界は、これらの国際的な動
きを注視し、規制遵守と同時に、安全性を確保した上での技術革新を推進することで、
国際競争力を維持・向上させていく必要があります。

元記事: https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/other/nanom/nano2026_February.pdf

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/other/nanom/nano2026_February.pdf


#11 次世代ナノ材料がエネルギー変換効率26%超、CO2・
重金属除去、標的型薬物送達でブレークスルー

概要

エネルギー、環境、ヘルスケア分野で、2D材料、量子ドット、MOF、ペロブスカイト
などの次世代ナノ材料が画期的な進歩を遂げています。ナノ構造電極やペロブスカイ
ト太陽電池は26%を超える変換効率を達成し、MOFやナノ吸着剤はCO2、重金属、マ

イクロプラスチックの除去能力を向上させました。医療分野では、セラノスティック
ナノ粒子やナノバイオセンサーが標的型薬物送達や早期診断の精度を高め、新たな治
療・診断法の基盤を築いています。

公開日 2026年07月13日  IJRASET  インド



詳細

主要成果

2D材料、量子ドット、金属有機構造体（MOF）、ペロブスカイトなど、次世代の多様
なナノ材料が、エネルギー、環境、ヘルスケアの各分野で画期的なブレークスルーをも
たらしています。特に、ペロブスカイト太陽電池は26%を超える光電変換効率を達成
し、MOFやナノ吸着剤は二酸化炭素、重金属、マイクロプラスチックといった広範な汚
染物質の効率的な除去を可能にしました。ヘルスケア分野では、セラノスティックナノ
粒子や高感度ナノバイオセンサーが、より効果的な標的型薬物送達と疾患の早期診断に
貢献し始めています。

技術・臨床詳細

エネルギー分野では、ナノ構造化された電極材料がバッテリーの充電速度と容量を向上
させ、次世代のエネルギー貯蔵システムへの道を開いています。ペロブスカイト太陽電
池の26%を超える変換効率は、従来型太陽電池の限界を打ち破り、より効率的な再生可
能エネルギー生産を可能にします。環境分野では、MOFやその他のナノ吸着剤は、その
高い表面積と調整可能な細孔構造により、選択的にCO2を捕捉し、水中の重金属イオン
やマイクロプラスチックを効果的に除去します。これは、地球規模の環境汚染問題に対
する強力な解決策を提供します。ヘルスケア分野では、セラノスティックナノ粒子は診
断（イメージング）と治療（薬物送達）を統合し、標的細胞への薬物送達効率を高めつ
つ、副作用を最小限に抑えます。ナノバイオセンサーは、血液中の微量バイオマーカー
を非常に高い感度で検出し、がんや神経変性疾患の超早期診断に貢献します。

背景・業界文脈

ナノ材料科学の進歩は、現代社会が直面するエネルギー不足、環境汚染、医療課題とい
った主要なグローバルチャレンジに対応するための新たなツールを提供しています。従
来の材料では達成できなかった性能や機能性をナノスケールで実現することで、これら
の分野において根本的な変革をもたらす可能性を秘めています。特に、研究開発におけ
る国際的な連携と学際的アプローチが、これらの材料の迅速な実用化を推進していま
す。



今後の展望

これらの次世代ナノ材料は、今後数年間でさらに多くの応用例を生み出し、社会のイン
フラを大きく変革する可能性があります。エネルギー分野では、さらに高効率な太陽電
池やバッテリー、燃料電池の開発が期待されます。環境分野では、より高度な水処理シ
ステムや空気浄化技術、そして大規模なCO2回収・変換システムへの応用が現実味を帯
びてきます。ヘルスケア分野では、個別化医療の進展、非侵襲的診断法の開発、難病治
療薬の飛躍的な進歩に貢献すると見込まれます。これらの技術は、持続可能で健康的な
未来社会の実現に向けた重要な柱となるでしょう。

元記事: https://www.ijraset.com/research-paper/next-generation-nanomaterials-for-energy-

environment-and-healthcare

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ijraset.com/research-paper/next-generation-nanomaterials-for-energy-environment-and-healthcare
https://www.ijraset.com/research-paper/next-generation-nanomaterials-for-energy-environment-and-healthcare


#13 錦湖石油化学、EVバッテリー向けFWCNTの量産を市
場回復受け前倒しで開始

概要

錦湖石油化学は、電気自動車（EV）バッテリー用のfew-walledカーボンナノチューブ
（FWCNT）の量産を、市場回復を受けて当初計画より前倒しで開始すると発表しまし
た。FWCNTは炭素繊維よりも高い導電性を持ち、リチウムイオンバッテリーの容量、

寿命、エネルギー密度を向上させる重要な導電助剤です。この量産開始は、EVバッテ
リー市場における高性能材料への需要に応えるものであり、同社の競争力を強化しま
す。

公開日 2026年07月15日  Best Magazine  韓国



詳細

主要成果

錦湖石油化学は、電気自動車（EV）バッテリー向け導電助剤として、高性能few-walled

カーボンナノチューブ（FWCNT）の量産を、EVバッテリー市場の回復ペース加速を受
けて、当初の計画よりも前倒しで開始すると発表しました。この動きは、進化するEV市
場における高性能バッテリー材料への高まる需要に対応し、同社の市場における優位性
を確立するものです。

技術・臨床詳細

FWCNTは、その独特な多層構造により、従来の炭素繊維やカーボンブラックと比較し
て遥かに優れた導電性を示します。これをリチウムイオンバッテリーの正極または負極
に少量添加するだけで、電極内部の電子移動効率が劇的に向上します。結果として、バ
ッテリー全体のエネルギー密度が向上し、同一体積でより多くのエネルギーを貯蔵でき
るようになります。また、急速充電時の熱発生を抑えつつ電荷移動を効率化すること
で、充電時間の短縮とサイクル寿命の延長に貢献します。さらに、高い分散安定性を持
つFWCNTは、バッテリー製造プロセスにおける均一な混練を可能にし、製品の品質と
信頼性を高めます。

背景・業界文脈

世界のEV市場は、環境規制の強化と消費者の電気自動車への関心の高まりにより、今後
も急速な成長が予測されています。これに伴い、EVの性能を左右するバッテリー材料へ
の要求も高度化しており、特にエネルギー密度、急速充電性能、長寿命化は、メーカー
にとって重要な差別化要因となっています。錦湖石油化学は、このような市場のニーズ
を捉え、FWCNTの量産を加速することで、世界の主要バッテリーメーカーへの供給を
強化し、EVサプライチェーンにおける主要なプレイヤーとしての地位を固める狙いがあ
ります。



今後の展望

錦湖石油化学によるFWCNTの量産開始は、EVバッテリー技術のさらなる進化を加速さ
せるでしょう。より高性能で長寿命、かつ急速充電が可能なバッテリーの普及は、EVの
採用拡大に寄与し、持続可能なモビリティ社会の実現に向けた大きな一歩となります。
今後、同社は生産能力をさらに拡大し、FWCNTの応用範囲をEVバッテリー以外の分
野、例えば高性能複合材料や導電性高分子などにも広げていく可能性があります。これ
により、ナノ材料市場全体への影響力も増していくことが期待されます。

元記事: https://www.bestmag.co.uk/kumho-targets-cnt-production-for-ev-batteries/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bestmag.co.uk/kumho-targets-cnt-production-for-ev-batteries/


#14 Zentekのグラフェン強化空気ろ過メディア
「ZenGuard」が初の商業受注、米国HVAC市場へ

概要

Quality Filters Inc.が、Zentekのグラフェン強化空気ろ過メディア「ZenGuard」の認定
試験を完了し、最初の商業発注を行いました。これにより、Zentekは米国HVAC（暖
房、換気、空調）ろ過市場での商業生産を開始します。ZenGuardはHVACろ過ソリュ

ーションの高性能化という需要に応え、室内の空気品質向上と建物のエネルギー効率
向上に貢献し、ウイルスや細菌の捕捉性能が評価されています。

公開日 2026年07月09日  Graphene-info  カナダ



詳細

主要成果

Quality Filters Inc.が、Zentekが開発したグラフェン強化空気ろ過メディア「ZenGuard」
の認定試験を無事に完了し、初の商業発注を行いました。この重要なマイルストーン達
成により、Zentekは米国HVAC（暖房、換気、空調）ろ過市場への本格的な商業生産を
開始し、ナノテクノロジーを用いた高性能ろ過ソリューションの提供を拡大します。

技術・臨床詳細

ZenGuardは、グラフェン材料の抗菌性および抗ウイルス性を活用した革新的な空気ろ
過メディアです。従来のろ過材と比較して、サブミクロンレベルの微粒子や病原体を効
率的に捕捉し、除去する能力に優れています。グラフェンの持つ極めて高い表面積と特
定の官能基が、空気中のウイルス、細菌、アレルゲン、その他の汚染物質を吸着・不活
性化することを可能にします。これにより、屋内の空気品質を劇的に改善し、居住者や
利用者の健康と安全を強化します。Quality Filters Inc.での厳格な認定試験は、ZenGuard

のろ過効率と耐久性、さらにはHVACシステムへの統合可能性を検証し、その商業的適
用可能性を裏付けました。

背景・業界文脈

パンデミック以降、室内空気品質（IAQ）への意識が世界的に高まり、高性能な空気ろ
過ソリューションへの需要が急増しています。特にHVACシステムにおいては、エネル
ギー効率を維持しつつ、より高度な清浄度を求める声が強まっています。Zentekの
ZenGuardは、このような市場のニーズに合致するものであり、従来のHEPAフィルター
では対応が難しかった微細な汚染物質やウイルス粒子への対策として、大きな期待が寄
せられています。グラフェン技術を応用したろ過メディアは、既存のろ過システムを大
幅にアップグレードする可能性を秘めており、商業ビル、病院、学校、住宅など幅広い
分野での採用が見込まれます。



今後の展望

Quality Filters Inc.からの初の商業発注は、Zentekにとって米国HVACろ過市場における
足がかりを確立するものであり、今後さらなる市場拡大への道を開くものです。
ZenGuardの採用は、単に空気清浄度を向上させるだけでなく、HVACシステムの運用負
荷を軽減し、結果として建物のエネルギー効率向上にも貢献する可能性があります。
Zentekは、今回の成功を皮切りに、ZenGuard技術のライセンス供与や共同開発を通じ
て、グローバル市場でのプレゼンスを強化していくと予想されます。ナノテクノロジー
が、公衆衛生と環境持続性の両面で重要な役割を果たす未来が、ZenGuardのような製
品によって現実のものとなりつつあります。

元記事: https://www.graphene-info.com/quality-filters-places-first-commercial-order-zentek-s-

zenguard-graphene

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.graphene-info.com/quality-filters-places-first-commercial-order-zentek-s-zenguard-graphene
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#15 OECDがナノ材料の安全性評価を強化、粉塵性・溶解
性・溶解速度に関する新試験ガイドラインを発表

概要

経済協力開発機構（OECD）は、ナノ材料の安全性評価を強化するため、粉塵性（TG

127）および溶解度と溶解速度（TG 322）に関する2つの新しい試験ガイドラインを
2026年7月2日に発表しました。これらのガイドラインは、動物実験の代替となるin

vitroアプローチや生態毒性評価の進展を反映しており、REACH規則を含む化学物質管
理プログラムにおけるナノ材料のコンプライアンス要件に大きな影響を与えます。ナ
ノ材料のハザード評価、特に物理化学的データ要件を満たす上で不可欠なツールを提

供します。

公開日 2026年07月16日  GPC Gateway  国際機関



詳細

主要成果

経済協力開発機構（OECD）は2026年7月2日、ナノ材料の安全性評価に関する新たな試
験ガイドラインとして、「ナノオブジェクトおよびその凝集体を含む材料の粉塵性評価
（TG 127）」と「環境運命評価のためのナノ材料の溶解度と溶解速度の決定（TG

322）」の2つを新たに発表しました。これらのガイドラインは、ナノ材料が環境や人体
に与える影響をより正確に評価することを可能にし、化学物質管理プログラムにおける
コンプライアンス要件を強化する上で極めて重要な進展です。

技術・臨床詳細

OECDが発表した2026年版の化学物質試験ガイドラインは、既存の7つの新ガイドライ
ン、5つの更新ガイドライン、6つの修正ガイドラインを含む広範な更新の一部です。特
にナノ材料に関するTG 127は、乾燥粉末状のナノ材料が空気中に放出されやすいかを評
価するための標準化された方法を提供します。これは、製造、取り扱い、使用における
労働者のばく露リスクを評価する上で不可欠です。一方、TG 322は、水生環境における
ナノ材料の挙動を理解するために、その溶解度と溶解速度を決定する手順を定めます。
これらの試験ガイドラインは、動物実験の段階的廃止という国際的な動きに沿って、in
vitroアプローチや計算毒性学の進展も取り入れており、より効率的かつ倫理的なハザー
ド評価を可能にします。REACH規則など、ナノ材料の登録が義務化されている規制環境
において、これらの詳細な物理化学的データ要件を満たすための明確な指針となりま
す。

背景・業界文脈

ナノ材料は、その革新的な特性により多岐にわたる産業分野で応用が拡大しています
が、同時にその安全性評価と規制に関する国際的な枠組みの確立が急務とされていま
す。微細な構造を持つナノ材料は、従来の化学物質とは異なる挙動を示すため、新たな
試験方法論が必要とされてきました。OECDによる今回のガイドラインの発表は、国際
的に調和された安全性評価手法を提供し、各国の規制当局がナノ材料のリスクを統一的
に評価し、適切な管理措置を講じる上での基盤となります。これにより、ナノ材料の安
全なイノベーションと商業化を促進しつつ、環境と人間の健康を保護することを目指し
ています。



今後の展望

これらの新ガイドラインの導入は、ナノ材料の開発企業、使用者、規制当局に対し、製
品の設計から廃棄までのライフサイクル全体にわたる安全性評価の標準化を求めるもの
です。企業は、製品のコンプライアンスを確保するために、これらの試験ガイドライン
に準拠したデータ収集と評価プロセスを導入する必要があります。これにより、ナノ材
料関連製品の市場投入がよりスムーズになり、国際的な貿易障壁が低減される効果も期
待されます。さらに、カナダの労働安全衛生法（OHS法）が、設計されたナノ材料を扱
う雇用主に対し、CSA Z12885に準拠したばく露管理プログラムの確立を義務付けるな
ど、各国での規制強化が進む中、OECDガイドラインは国際的な規制動向のベンチマー
クとしての役割を一層強めていくでしょう。

元記事: https://gpcgateway.com/news/detail/oecd-releases-2026-chemical-test-guidelines-focus-on-

advanced-non-animal-assays-and-ecosystem-protection/MjU5MQ%3D%3D

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#16 GLCがグラフェン強化無電解ニッケル技術を商業化、
耐食性・耐摩耗性を大幅向上

概要

Graphene Leaders Canada (GLC) Inc.は、同社独自のグラフェン強化無電解ニッケル
（EN）添加剤の商業化を発表しました。この革新的な技術は、従来の無電解ニッケル
コーティングと比較して、耐食性と耐摩耗性を大幅に向上させます。エネルギー、石

油・ガス、鉱業、輸送、航空宇宙などの過酷な産業環境において、機器の寿命延長、
メンテナンスコスト削減、運用信頼性向上に大きく貢献することが期待されます。

公開日 2026年07月15日  Graphene Leaders Canada (GLC) Inc.  カナダ



詳細

主要成果

Graphene Leaders Canada (GLC) Inc.は、同社が独自に開発したグラフェン強化無電解ニ
ッケル（EN）添加剤の商業化を発表しました。この画期的な技術は、既存の無電解ニ
ッケルコーティングが持つ耐食性と耐摩耗性を飛躍的に向上させ、様々な産業分野にお
ける機器の性能と寿命を劇的に改善する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

GLCのグラフェン強化EN添加剤は、無電解ニッケルメッキ浴にグラフェンナノプレート
レットを均一に分散させることで、複合コーティングを形成します。グラフェンの持つ
極めて高い機械的強度、優れたバリア特性、そして潤滑性が、コーティングの性能向上
に寄与します。具体的には、この添加剤を用いることで、従来のENコーティングに比
べて耐食性が最大30%向上し、塩水噴霧試験や酸性環境下での耐久性が大幅に改善され
ます。また、耐摩耗性も最大20%向上し、摩擦による材料の劣化を抑制し、稼働中の部
品寿命を延ばします。これらの特性向上は、エネルギー、石油・ガス、鉱業、輸送、航
空宇宙といった、特に厳しい環境下で使用される機器や部品にとって極めて重要です。

背景・業界文脈

無電解ニッケルめっきは、その均一な膜厚と優れた硬度から、多くの産業で広く利用さ
れています。しかし、特に過酷な環境下では、さらなる耐食性や耐摩耗性の向上が求め
られてきました。GLCのグラフェン強化EN技術は、この長年の課題に対する画期的な解
決策を提供します。グラフェンという先端材料を既存の製造プロセスに統合すること
で、大幅な設備投資なしに製品性能を向上させることが可能となります。これにより、
各産業における機器のダウンタイム削減、メンテナンス頻度の低減、部品交換コストの
削減といった経済的メリットが期待されます。



今後の展望

グラフェン強化無電解ニッケル技術の商業化は、高機能保護コーティング市場に大きな
影響を与えるでしょう。GLCは、初期段階で特定の産業分野に焦点を当てつつ、将来的
に応用範囲を拡大していく計画です。この技術は、風力タービン部品、掘削装置、航空
機の着陸装置、自動車部品など、広範なアプリケーションにおいて、機器の耐久性と信
頼性を向上させ、運用コストを削減する可能性を秘めています。さらに、環境に配慮し
た長寿命部品の実現は、持続可能な産業活動の推進にも貢献すると期待されており、
GLCはグラフェン技術をリードする企業として、新たな市場機会を創出していくでしょ
う。

元記事: https://grapheneleaderscanada.com/graphene-leaders-canada-glc-inc-commercializes-

graphene-enhanced-electroless-nickel-technology-advancing-the-next-generation-og-high-

performance-protective-coatings/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://grapheneleaderscanada.com/graphene-leaders-canada-glc-inc-commercializes-graphene-enhanced-electroless-nickel-technology-advancing-the-next-generation-og-high-performance-protective-coatings/
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https://grapheneleaderscanada.com/graphene-leaders-canada-glc-inc-commercializes-graphene-enhanced-electroless-nickel-technology-advancing-the-next-generation-og-high-performance-protective-coatings/


#17 Belinus、家庭・軽商用向け16 kWhグラフェン・スー
パーキャパシタ「Energy Wall G1」を2026年Q1に発売

概要

エネルギー貯蔵デバイス開発のBelinusは、家庭用および軽商用向けの16 kWhグラフェ
ン・スーパーキャパシタユニット「Energy Wall G1」を2026年第1四半期にリリースす
ると発表しました。このデバイスは、超高速充電・放電サイクル、優れた電力密度、

そして数万サイクルにわたる長寿命を提供します。EVの回生ブレーキ、グリッド安定
化、産業用UPSシステム、ウェアラブルエレクトロニクスなど、幅広いアプリケーシ
ョンでの活用が期待されています。

公開日 2026年07月15日  Belinus  ベルギー



詳細

主要成果

Belinusは、家庭および軽商用分野のエネルギー貯蔵向けに設計された、容量16 kWhの
グラフェン・スーパーキャパシタユニット「Energy Wall G1」を2026年第1四半期に市
場投入すると発表しました。この製品は、超高速充電・放電能力、高い電力密度、そし
て数万サイクルに及ぶ比類ない長寿命を実現し、既存のバッテリー技術の課題を克服す
る革新的なソリューションを提供します。

技術・臨床詳細

Energy Wall G1は、グラフェンの持つ優れた電気伝導性と巨大な表面積を最大限に活用
しています。これにより、リチウムイオンバッテリーなどの従来の電気化学デバイスと
比較して、はるかに速い速度でエネルギーを蓄積および放出することが可能です。具体
的には、数秒から数分でフル充電・放電が可能であり、突然の大電力需要や瞬時の電力
供給が求められるアプリケーションに最適です。電力密度は従来のバッテリーの数倍に
達し、コンパクトなサイズで高出力を供給できます。さらに、グラフェン・スーパーキ
ャパシタは、電極材料の化学反応に依存しない物理的な電荷貯蔵メカニズムを用いるた
め、劣化が少なく、数万回という非常に長いサイクル寿命を実現します。これにより、
頻繁な充放電が繰り返される用途においても、長期間にわたって安定した性能を維持で
きます。

背景・業界文脈

再生可能エネルギーの導入拡大や電気自動車の普及に伴い、高効率で信頼性の高いエネ
ルギー貯蔵ソリューションへの需要が世界中で高まっています。特に、瞬時に大電力を
供給・吸収できるデバイスは、電力グリッドの安定化、EVの回生ブレーキシステム、産
業機器の無停電電源装置（UPS）など、様々な分野で不可欠です。従来のバッテリー
は、充電速度やサイクル寿命に限界がありましたが、グラフェン・スーパーキャパシタ
はこれらの課題を克服する次世代の技術として注目されています。BelinusのEnergy

Wall G1の投入は、この進化する市場における新たな競争を促し、エネルギー貯蔵技術
のイノベーションを加速させるでしょう。



今後の展望

BelinusのEnergy Wall G1の登場は、家庭や軽商用における電力管理のあり方を大きく変
える可能性を秘めています。例えば、太陽光発電システムと組み合わせることで、発電
した電力を効率的に貯蔵し、夜間や電力需要のピーク時に活用することで、エネルギー
自給率を高めることができます。また、スマートグリッドへの統合により、電力網全体
の安定性と信頼性の向上に貢献することも期待されます。将来的には、ウェアラブルエ
レクトロニクス、 IoTデバイス、電動工具など、さらに多様なアプリケーションへのグ
ラフェン・スーパーキャパシタの応用が予測されます。Energy Wall G1は、これらの分
野で超高速かつ高効率なエネルギー貯蔵ソリューションの普及を牽引し、持続可能でエ
ネルギー効率の高い社会の実現に貢献する重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://www.belinus.com/post/graphene-supercap-applications-2026-engineers-guide

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.belinus.com/post/graphene-supercap-applications-2026-engineers-guide


#18 OCSiAlがシリーズAで500万ドル調達、評価額20億ド
ルでグラフェンナノチューブ市場を牽引

概要

グラフェンナノチューブおよびナノ強化材料のリーディングメーカーであるOCSiAl

は、シリーズA資金調達ラウンドで500万ドルを調達し、現在の評価額が20億ドルに達
したと報告されました。同社はバッテリー、ゴム、プラスチック、塗料、複合材料な

ど多岐にわたる産業向けに高性能ナノチューブソリューションを提供しています。最
近では、フォルクスワーゲン・グループのPowerCoへ単層カーボンナノチューブを供
給する大型契約を獲得し、EVバッテリー市場における存在感を強化しています。

公開日 2026年07月09日  Tracxn  ルクセンブルク



詳細

主要成果

グラフェンナノチューブおよびナノ強化材料の製造における世界的リーダー企業である
OCSiAlが、シリーズA資金調達ラウンドで500万ドルの調達を成功させ、これにより同
社の評価額は20億ドルに達したと報じられました。この資金調達は、同社が成長戦略を
加速させ、革新的なナノチューブソリューションの市場拡大を継続する上での重要な基
盤となります。

技術・臨床詳細

OCSiAlは、高性能な単層カーボンナノチューブ（SWCNT）である「TUBALL」製品群の
開発と生産を専門としています。これらのナノチューブは、微量添加するだけで、材料
の電気伝導性、機械的強度、熱伝導性を劇的に向上させる能力を持っています。具体的
には、リチウムイオンバッテリーの電極材料に組み込むことで、エネルギー密度と急速
充電能力を向上させ、サイクル寿命を延長します。また、ゴムやプラスチックの複合材
料に添加することで、製品の強度と耐久性を高めつつ、導電性や帯電防止機能を付与し
ます。さらに、塗料やコーティング剤に適用することで、耐摩耗性や耐腐食性を向上さ
せることが可能です。OCSiAlの技術は、このような多機能性を活かし、様々な産業分野
の厳しい要件に応える材料を提供しています。

背景・業界文脈

ナノ材料市場は、電気自動車、航空宇宙、建設、電子機器など、多くの成長産業におけ
る高性能材料への需要の高まりを背景に、急速な拡大を続けています。OCSiAlは、独自
の合成技術と商業化戦略により、この市場で先駆的な役割を担ってきました。特に、最
近フォルクスワーゲン・グループのバッテリー製造部門であるPowerCoとの間で、EVバ
ッテリー向けSWCNTの供給契約を獲得したことは、同社の技術が産業界で高く評価さ
れていることを明確に示しています。この契約は、OCSiAlがナノチューブ市場における
リーダーとしての地位を確固たるものにする上で、重要な戦略的成果です。



今後の展望

今回の資金調達とPowerCoとの提携は、OCSiAlの今後の成長に向けた強力な推進力とな
るでしょう。同社は、調達資金を活用して研究開発をさらに強化し、TUBALLナノチュ
ーブの生産能力を拡大するとともに、新たな応用分野の開拓を進めることが予想されま
す。特に、EVバッテリー市場におけるSWCNTの採用拡大は、OCSiAlの収益成長に大き
く貢献する見込みです。また、他の産業分野においても、既存製品の性能向上や新製品
開発を加速させることで、ナノ材料市場全体のイノベーションを牽引し、より高性能で
持続可能な社会の実現に貢献していくことが期待されます。OCSiAlは、革新的なナノテ
クノロジーを通じて、多岐にわたる産業の未来を形作っていく重要なプレイヤーとなる
でしょう。

元記事: https://tracxn.com/d/companies/ocsial/__86NWk14UBRqp52DPa968-q07022DP6n-QIgKrKRbUbk

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://tracxn.com/d/companies/ocsial/__86NWk14UBRqp52DPa968-q07022DP6n-QIgKrKRbUbk


#19 ニオブベースMOFゲルがUV光でCO2をメタノールへ
高効率光触媒変換

概要

本研究では、ニオブベースの金属有機ゲル（Nb-MOG）が、UV光照射下で二酸化炭素
（CO2）をメタノールに光触媒的に変換する優れた触媒として機能することを示しま
した。炭酸ナトリウム濃度と触媒負荷の最適化に向けた2因子実験計画により、その性

能が評価されました。Nb-MOG触媒は、温室効果ガス排出削減と再生可能燃料生産に
向けた有望な戦略として、その高い変換効率を実証しており、持続可能なエネルギー
ソリューションへの道を開きます。

公開日 2026年07月15日  Reactions (MDPI)  スイス



詳細

主要成果

本研究では、ニオブベースの金属有機ゲル（Nb-MOG）が、紫外線（UV）照射下にお
いて、温室効果ガスである二酸化炭素（CO2）を再生可能燃料であるメタノールへ光触
媒的に変換する優れた触媒として機能することが発見されました。この成果は、CO2排
出量削減と持続可能なエネルギー生産の両面で、画期的なソリューションを提供する可
能性を秘めています。

技術・臨床詳細

研究チームは、Nb-MOG触媒の性能を詳細に評価するため、炭酸ナトリウム濃度と触媒
負荷という2つの主要因子に焦点を当てた2因子実験計画法を採用しました。その結果、
特定の条件において、Nb-MOGがCO2をメタノールへ効率的に変換することを確認しま
した。Nb-MOGのユニークな構造、特にその高い多孔性とニオブ原子の触媒活性部位
が、CO2分子の吸着と活性化を促進し、光励起された電子と正孔を利用して効率的な還
元反応を可能にすると考えられています。生成されたメタノールは、燃料、化学原料、
水素キャリアとして利用できるため、CO2を価値ある製品に転換する「カーボンリサイ
クル」の観点からも極めて重要です。

背景・業界文脈

地球温暖化問題の深刻化に伴い、大気中のCO2濃度を削減し、同時に化石燃料に代わる
クリーンなエネルギー源を開発することが喫緊の課題となっています。CO2の光触媒還
元は、太陽エネルギーを利用してCO2を化学燃料に変換する、環境に優しい有望な技術
として世界中で研究が進められています。従来の触媒は効率や安定性に課題がありまし
たが、金属有機ゲル（MOGs）のような新規ナノ材料は、その設計の柔軟性と高い触媒
活性により、この分野に新たな可能性をもたらしています。



今後の展望

Nb-MOG触媒によるCO2からメタノールへの高効率変換は、再生可能燃料生産技術の発
展に大きく貢献するでしょう。この研究成果は、大規模なCO2回収・利用（CCU）シス
テムへの応用に向けて、さらなる研究開発の基礎となります。将来的には、太陽光エネ
ルギーのみを利用してCO2を直接燃料に変換する、より持続可能で経済的なプロセスの
実現が期待されます。また、Nb-MOGsの組成や構造を最適化することで、変換効率の
さらなる向上や、メタンやギ酸などの他の高付加価値化学物質への選択的変換も視野に
入ってきます。この技術は、カーボンニュートラル社会の実現に向けた重要な柱の一つ
となる可能性を秘めています。

元記事: https://www.mdpi.com/2624-781X/7/3/40

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2624-781X/7/3/40


#20 フィンランドのCAM工場建設に5億1400万ユーロの
グリーンローン供与、欧州バッテリー供給網を強化

概要

フィンランドに建設される正極活物質（CAM）生産工場に対し、総額5億1400万ユー
ロのグリーンローンが供与されることが発表されました。この大規模な資金調達は、
欧州におけるバッテリーサプライチェーンの強化と持続可能性の向上を目的としてい

ます。CAMは電気自動車（EV）バッテリーの中核材料であり、その域内生産能力の拡
大は、欧州の脱炭素化目標達成に不可欠です。OCSiAlがフォルクスワーゲンPowerCo

にナノチューブを供給するという最近のニュースも、バッテリー材料におけるナノ材

料の重要性を強調しています。

公開日 2026年07月10日  Best Magazine  フィンランド



詳細

主要成果

フィンランド国内に建設が計画されている正極活物質（CAM）生産工場に対し、5億
1400万ユーロ（約890億円）という巨額のグリーンローンが供与されることが決定しま
した。この資金調達は、欧州連合（EU）域内におけるバッテリーサプライチェーンの自
律性を高め、電気自動車（EV）産業の持続可能な成長を強力に支援することを目的とし
ています。

技術・臨床詳細

CAMは、リチウムイオンバッテリーの性能を決定づける最も重要な材料の一つであり、
その品質と生産能力はEVの航続距離、充電速度、寿命に直結します。フィンランドのこ
の新工場は、最先端の製造技術を導入し、環境負荷の低いプロセスで高品質なCAMを生
産することを目指しています。グリーンローンは、厳格な環境・社会・ガバナンス
（ESG）基準を満たすプロジェクトに供与されるものであり、この工場が持続可能な製
造慣行と低炭素排出を実現することを示唆しています。OCSiAlがフォルクスワーゲン・
グループのPowerCoに単層カーボンナノチューブを供給するという最近のニュースは、
CAMのような中核材料だけでなく、導電助剤といったナノ材料が次世代バッテリーの性
能向上に不可欠な要素であることを改めて浮き彫りにしています。

背景・業界文脈

欧州は、化石燃料への依存を減らし、カーボンニュートラルな経済への移行を加速させ
るため、EV化を強力に推進しています。しかし、EVバッテリーの主要材料の多くは現
在、アジアからの輸入に依存しており、サプライチェーンのリスクや地政学的課題が存
在します。このため、欧州委員会は、バッテリー生産のバリューチェーン全体において
域内生産能力を強化する戦略を打ち出しており、フィンランドのCAM工場はその中心的
な役割を担うことになります。グリーンローンという形で大規模な資金が投入されるこ
とは、欧州がクリーンエネルギー技術への投資を真剣に進めていることの表れです。



今後の展望

フィンランドのCAM工場の建設と稼働は、欧州のEV産業にとって画期的な進展となる
でしょう。これにより、バッテリーの現地調達が可能になり、サプライチェーンの強靭
化とコスト競争力の向上が期待されます。また、高品質なCAMの安定供給は、欧州製の
EVの性能向上にも貢献し、グローバル市場での競争力を強化します。さらに、ナノ材料
のような革新的なコンポーネントの統合が進むことで、将来的にバッテリー技術のさら
なる進化が促されるでしょう。このプロジェクトは、欧州がグローバルなクリーンエネ
ルギー革命をリードしていく上で、極めて重要な基盤を築くものと評価されます。

元記事: https://www.bestmag.co.uk/eur514m-green-loan-backs-finland-cam-plant/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bestmag.co.uk/eur514m-green-loan-backs-finland-cam-plant/


#21 カナダで新OHS法が施行、設計されたナノ材料を扱う
雇用主にCSA Z12885準拠ばく露管理を義務化

概要

2026年にカナダで施行された新たな労働安全衛生法（OHS法）により、設計されたナ
ノ材料を製造、取り扱い、または使用する雇用主は、CSA Z12885の要件に従ってばく
露管理プログラムを確立または更新することが義務付けられました。この規制強化

は、ナノ材料の潜在的な健康リスクに対応し、労働者の安全を確保するための重要な
措置です。企業は、既存の安全管理体制を見直し、新たな法的要件に準拠する必要が
あります。

公開日 2026年07月16日  OHS Canada  カナダ



詳細

主要成果

カナダにおいて2026年に施行された新たな労働安全衛生法（OHS法）により、設計され
たナノ材料を製造、取り扱い、または使用する雇用主に対し、CSA Z12885規格の要件
に準拠したばく露管理プログラムの確立または更新が義務付けられました。この法改正
は、ナノ材料がもたらす潜在的な健康リスクに対する予防的アプローチを強化し、職場
の安全性を向上させるための重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

CSA Z12885規格は、ナノ材料の製造、取り扱い、使用における労働者のばく露を管理
するための具体的な指針を提供します。これには、リスク評価、工学的制御（例: 局所
排気装置、密閉システム）、個人用保護具（PPE）の選定、監視プログラム、トレーニ
ング、緊急時対応計画などが含まれます。ナノ材料は、その微細なサイズとユニークな
物理化学的特性により、吸入、皮膚接触、摂取経路を通じて人体に取り込まれる可能性
があり、一部のナノ粒子は細胞レベルで有害な影響を及ぼすことが示唆されています。
したがって、厳格なばく露管理は、肺疾患、炎症反応、その他の健康問題のリスクを最
小限に抑える上で不可欠です。新しいOHS法は、これらの科学的知見に基づき、雇用主
が予防策を講じることを法的に義務付けるものです。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、電子機器、医療、エネルギー、材料科学など多くの分野で革新的
な進歩をもたらしていますが、同時に、ナノ材料の安全性に関する懸念も高まっていま
す。世界各国の規制当局は、ナノ材料の潜在的リスクを評価し、適切な管理策を導入す
るための枠組みを開発しています。カナダの新たなOHS法は、OECDが発表したナノ材
料に関する試験ガイドライン（TG 127: 粉塵性評価、TG 322: 溶解度と溶解速度の決定）
といった国際的な動向とも連携しており、ナノ材料のライフサイクル全体にわたる安全
管理の標準化を推進する動きの一部をなしています。これにより、ナノ材料産業の持続
可能な発展を支援しつつ、労働者の健康と安全を最優先するという社会的な要請に応え
るものです。



今後の展望

この新たなOHS法の施行は、カナダ国内のナノ材料関連企業に対し、既存の安全衛生管
理システムの見直しと改善を促します。企業は、専門家によるリスクアセスメントを実
施し、必要に応じて工学的制御や作業手順の変更、従業員への追加トレーニングを行う
必要があります。これにより、より安全な作業環境が実現し、ナノ材料産業における労
働災害のリスクが低減されることが期待されます。長期的には、この種の規制強化は、
ナノ材料の安全な取り扱いに関するベストプラクティスを確立し、イノベーションと責
任ある開発を両立させるための国際的なモデルとなる可能性があります。カナダの動き
は、他の国々におけるナノ材料規制の方向性にも影響を与えるものと考えられます。

元記事: https://ohsinsider.com/the-8-most-important-new-ohs-laws-of-2026-how-to-comply-with-

them/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ohsinsider.com/the-8-most-important-new-ohs-laws-of-2026-how-to-comply-with-them/
https://ohsinsider.com/the-8-most-important-new-ohs-laws-of-2026-how-to-comply-with-them/


#22 GMGのグラフェン強化コーティング「THERMAL-
XR®」が30,000時間無腐食を達成、耐久性・省エネ性能
を実証

概要

Graphene Manufacturing Group (GMG)のグラフェン強化コーティング「THERMAL-

XR®」が、過酷なASTM B117-19塩水噴霧腐食試験において、30,000時間にわたる無腐
食という画期的な成果を達成しました。この結果は、同社のグラフェンコーティング
が極めて優れた耐久性と熱伝達効率を過酷な産業環境下で提供することを実証するも

のです。THERMAL-XR®は、HVAC-Rシステムやデータセンターの冷却など、様々なア
プリケーションでの省エネに大きく貢献しています。

公開日 2026年07月09日  Graphene Manufacturing Group (GMG)  オーストラリア



詳細

主要成果

Graphene Manufacturing Group (GMG)が開発したグラフェン強化省エネコーティング
「THERMAL-XR®」が、国際的なベンチマークであるASTM B117-19塩水噴霧腐食試験
において、30,000時間もの連続試験期間中に全く腐食を示さないという驚異的な記録を
達成しました。この成果は、同社のグラフェン技術が過酷な環境下で比類ない耐久性と
卓越した熱伝達性能を提供できることを明確に実証するものです。

技術・臨床詳細

THERMAL-XR®は、GMG独自のグラフェン技術を応用した液体コーティングであり、金
属表面に極めて薄く、かつ強固な層を形成します。グラフェンの持つ優れた熱伝導性に
より、被覆された機器表面からの熱放散効率が大幅に向上し、エネルギー消費を削減し
ます。同時に、グラフェンの化学的安定性と物理的バリア特性により、塩水や酸性雨、
その他の腐食性物質から金属を効果的に保護します。30,000時間（約3年5ヶ月）という
長期にわたる塩水噴霧試験で腐食が一切発生しなかったことは、このコーティングが海
洋環境や化学プラントのような非常に厳しい産業環境においても、機器の寿命を大幅に
延長し、メンテナンスコストを削減する能力を持つことを示しています。これは、従来
の防食コーティングでは達成が困難なレベルの性能です。

背景・業界文脈

産業界では、機器の効率と耐久性を向上させ、運用コストと環境負荷を削減することが
常に求められています。特に、HVAC-Rシステム、商業ビル、産業施設、そして発熱量
の大きいAIデータセンターの冷却システムなどでは、腐食や熱管理の課題がエネルギー
消費の増大と機器の早期劣化につながっていました。GMGのTHERMAL-XR®は、これら
の課題に対する革新的な解決策を提供し、企業が持続可能性目標を達成する上で重要な
ツールとなります。グラフェンをコーティングに応用することで、既存のインフラスト
ラクチャを大幅な改修なしにアップグレードし、即効性のある省エネ効果と長寿命化を
実現できる点が評価されています。



今後の展望

THERMAL-XR®が達成した30,000時間無腐食というベンチマークは、グラフェン強化コ
ーティングが産業用途で広く採用されるための強力な根拠を提供します。今後GMG

は、この実績を武器に、HVAC-R、データセンター、海洋産業、石油・ガスなど、腐食
と熱管理が重要な課題となる市場でのシェアをさらに拡大していくでしょう。また、こ
の成功は、グラフェン技術が研究室レベルから大規模商業応用へと移行する重要な事例
となり、ナノテクノロジーが持続可能で高効率な未来社会の実現に不可欠な役割を果た
すことを裏付けています。THERMAL-XR®のような製品は、産業機器のライフサイクル
コストを削減し、同時に地球環境保護にも貢献する、まさに「グリーンテクノロジー」
の象徴となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#23 上海のチップ新興企業が3DスタッキングでNvidia
GPUの支配に挑む、サブ1nmとナノインプリント技術を開
発

概要

上海のチップスタートアップ企業が、3Dスタッキング技術とナノインプリント技術を

駆使してNvidiaのGPU市場支配に挑んでいます。上海原子技術は、2026年1月にサブ1

ナノメートルプロセスを目指すパイロットラインを稼働させ、2030年までに大規模生
産を目指す計画です。また、Prinanoは深紫外線リソグラフィを不要とするナノインプ

リント法を用いてフォトニックチップの量産を検証し、生産コストを最大90%削減可
能だと主張しており、高性能チップ製造の新たな地平を切り開いています。

公開日 2026年07月13日  Bloomberg  中国



詳細

主要成果

上海の複数のチップスタートアップ企業が、最先端の3Dスタッキング技術とナノインプ
リント技術を駆使し、Nvidiaが支配する高性能GPU市場に大きな変革をもたらそうとし
ています。上海原子技術は2026年1月にサブ1ナノメートルプロセスに対応するパイロッ
トラインを稼働させ、2030年までに大規模生産を目指しており、これにより、チップ製
造のコストと性能の限界を押し広げることが期待されます。

技術・臨床詳細

上海原子技術の3Dスタッキング技術は、複数の半導体チップを垂直に積み重ねること
で、データ転送速度を向上させ、電力消費を削減し、従来の平面的な設計に比べて劇的
に小型化を実現します。これにより、高性能計算（HPC）や人工知能（AI）向けの次世
代プロセッサの性能を飛躍的に向上させることができます。同社は、2026年1月に稼働
させたパイロットラインでサブ1ナノメートル（nm）レベルの微細加工を目指し、2030

年までに商業生産への移行を計画しています。一方、Prinanoは、深紫外線（DUV）リ
ソグラフィのような高コストな従来の技術を必要としないナノインプリント法を開発し
ました。この技術は、フォトニックチップの量産に適用され、製造コストを最大90%削
減できると主張されています。ナノインプリントは、マスターモールドを使用してパタ
ーンを転写する物理的なプロセスであり、非常に高い解像度を維持しつつ、コスト効率
の高い生産を可能にします。

背景・業界文脈

世界的な半導体産業は、AI、IoT、5G通信などの需要増大により、性能向上とコスト削
減の両面で絶え間ない革新を求められています。特に、Nvidiaのような企業がGPU市場
で圧倒的なシェアを持つ中、中国企業は地政学的な要因や国内需要の高まりを背景に、
独自の先端技術開発を加速させています。3Dスタッキングやナノインプリントのような
技術は、ムーアの法則の物理的限界に直面する中で、次世代チップの性能と経済性を向
上させるための重要な鍵と見なされています。中国政府も半導体自給率向上を目指し、
国内のチップ産業への大規模な投資と支援を行っています。



今後の展望

上海のこれらの新興企業の取り組みは、半導体製造技術の未来を再定義する可能性を秘
めています。上海原子技術のサブ1nmプロセスによる3Dスタッキングチップの大規模生
産が成功すれば、HPCおよびAIチップ市場においてNvidiaの優位性に挑戦する強力な競
争相手となるでしょう。Prinanoのナノインプリント技術は、フォトニックチップやそ
の他のナノデバイスの製造コストを劇的に引き下げ、幅広い分野でのナノテクノロジー
の実用化を加速させることが期待されます。これらの技術革新は、高性能チップの民主
化を促進し、新たな産業アプリケーションの創出につながる可能性を秘めており、世界
の技術覇権をめぐる競争において中国の存在感を高める重要な要素となるでしょう。

元記事: https://startupfortune.com/a-shanghai-chip-startup-is-betting-3d-stacking-can-break-nvidias-

grip/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://startupfortune.com/a-shanghai-chip-startup-is-betting-3d-stacking-can-break-nvidias-grip/
https://startupfortune.com/a-shanghai-chip-startup-is-betting-3d-stacking-can-break-nvidias-grip/


#24 VWグループの2026年上半期世界販売6.3%減、中国
は25.9%減、2030年までにラインナップ半減へ

概要

フォルクスワーゲン（VW）グループの2026年上半期の世界販売台数が前年同期比
6.3%減少、特に中国市場では25.9%の大幅減となりました。この業績低迷を受け、VW

グループは競争力強化のため2030年までに製品ラインナップを50%削減する戦略を進

めています。関連ニュースとして、OCSiAlがセルビアの施設からPowerCoのドイツ工
場へ単層カーボンナノチューブを供給する契約が締結されており、バッテリー性能向
上が今後の成長戦略の鍵となります。

公開日 2026年07月13日  MarkLines  ドイツ



詳細

主要成果

フォルクスワーゲン（VW）グループは、2026年上半期の世界販売台数が前年同期比で
6.3%減少したと発表しました。特に中国市場では25.9%という顕著な減少を記録し、主
要市場での苦戦が浮き彫りになりました。これを受けて、同グループは競争力強化と効
率化のため、2030年までに製品ラインナップを現在の50%に削減する大胆な戦略を推進
しています。

技術・臨床詳細

VWグループの製品ラインナップ削減戦略は、電動化とソフトウェアを重視したより利
益率の高いモデルに経営資源を集中させることを目的としています。これにより、研究
開発費や製造コストを最適化し、電気自動車（EV）市場における競争力を高める狙いで
す。このような戦略転換の一環として、同グループのバッテリー製造部門である
PowerCoは、ルクセンブルクのOCSiAlから単層カーボンナノチューブ（SWCNT）を供
給される契約を締結しました。OCSiAlのセルビア工場からPowerCoのドイツ工場へ
SWCNTが供給され、リチウムイオンバッテリーのエネルギー密度、急速充電性能、サ
イクル寿命を向上させることで、EVの魅力を高め、将来の販売回復に貢献することが期
待されています。

背景・業界文脈

自動車産業は、電動化、自動運転、コネクテッドサービスといった「CASE」の潮流に
より、100年に一度の大変革期を迎えています。特にEV市場では、テスラや中国のBYD

といった新興勢力との競争が激化しており、既存の大手自動車メーカーは、効率的な生
産体制の構築と技術革新が喫緊の課題となっています。VWグループの販売減少は、中
国市場における現地ブランドの台頭や景気減速の影響に加え、既存のガソリン車からEV

へのシフトの難しさを示唆しています。ラインナップ削減は、収益性の低いモデルを整
理し、高付加価値製品に注力することで、将来の成長基盤を再構築するための戦略的な
意思決定です。



今後の展望

VWグループの事業再編と技術投資は、長期的な競争力強化を目指すものです。製品ラ
インナップの合理化により、設計、開発、製造プロセスが簡素化され、コスト削減と市
場投入時間の短縮が期待されます。また、OCSiAlとの提携による高性能バッテリーの開
発は、EV製品の競争力を高め、消費者からの支持を取り戻す上で重要な要素となるでし
ょう。しかし、中国市場での回復、そしてグローバルなEV市場における主導権を確保す
るためには、これらの戦略が迅速かつ効果的に実行されるかどうかが鍵となります。
VWグループは、ナノテクノロジーのような先進技術の統合を通じて、自動車産業の未
来を形作る主要プレーヤーとしての地位を維持しようと試みています。

元記事: https://www.marklines.com/en/news/347492

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.marklines.com/en/news/347492


#25 ノッティンガム・トレント大学が「仮想メタサーフェ
ス」を開発、単一デバイスで複数機能を同時実行可能に

概要

ノッティンガム・トレント大学の研究チームが、物理的なメタサーフェスの静的な限
界を克服する「仮想メタサーフェス」という新技術を開発しました。この技術によ
り、単一のデバイス内で複数の光学機能を同時に、かつダイナミックに実行すること

が可能になります。赤外線画像を可視画像に変換したり、デバイスの焦点を動的に調
整したりするなど、将来のイメージング技術に大きな変革をもたらす可能性がありま
す。

公開日 2026年07月13日  Photonics.com  イギリス



詳細

主要成果

ノッティンガム・トレント大学の研究チームが、「仮想メタサーフェス」と呼ばれる画
期的な技術を開発しました。この新技術は、従来の物理的なメタサーフェスが製造後に
固定された光学機能しか持たないという限界を克服し、単一のデバイス内で複数の光学
機能を同時に、かつダイナミックに実行することを可能にします。これにより、将来の
イメージング、センサー、ディスプレイ技術に革命的な進歩をもたらす可能性を秘めて
います。

技術・臨床詳細

従来のメタサーフェスは、そのナノスケールの構造によって光の位相、振幅、偏光を精
密に制御しますが、一度製造されるとその光学特性は固定されてしまいます。これに対
し、仮想メタサーフェスは、物理的な構造自体を変化させるのではなく、ダイナミック
に生成される2次元の光パターン（例: デジタルプロジェクターを用いて生成されるホロ
グラムパターン）を「仮想的な」メタサーフェスとして機能させます。この光パターン
を高速で変化させることで、デバイスはリアルタイムで異なる光学機能を切り替えた
り、複数の機能を同時に実行したりできます。具体的な応用例としては、赤外線画像を
可視画像に変換する機能、デバイスの焦点を動的に調整する機能、そして複数の異なる
情報を同時に取得するマルチスペクトルイメージングなどが挙げられます。このフレキ
シブルな光学制御能力は、特にスマートグラス、医療診断装置、セキュリティシステ
ム、さらには自律走行車向けのセンサーといった分野で大きなメリットをもたらしま
す。

背景・業界文脈

光技術は、小型化と多機能化のニーズが高まる現代において、常に進化が求められてい
ます。スマートフォンやウェアラブルデバイス、IoTデバイスなど、限られたスペース
で高性能な光学機能を実現することが重要な課題となっています。従来の光学システム
は、複数のレンズやフィルターを組み合わせて複雑な機能を実現するため、大型化・高
コスト化の傾向がありました。メタサーフェスはこれらの課題を克服する可能性を秘め
ていましたが、その静的な性質が応用範囲を限定していました。仮想メタサーフェスの
開発は、この限界を打破し、デジタル技術とナノフォトニクスを融合させることで、次
世代の超コンパクトで適応性の高い光学システムを実現するものです。



今後の展望

仮想メタサーフェス技術は、スマートデバイス、医療イメージング、ロボットビジョ
ン、防衛・セキュリティなど、幅広い分野で革新的な製品開発を促進する可能性を秘め
ています。この技術がさらに成熟すれば、単一の小型チップが複数のカメラ、センサ
ー、ディスプレイの機能を統合し、これまでのデバイス設計の概念を根本から変えるか
もしれません。例えば、スマートフォンのカメラが、通常撮影だけでなく、深度センシ
ング、熱画像、分光分析といった機能をソフトウェア的に切り替えることができるよう
になる可能性も考えられます。ノッティンガム・トレント大学の研究は、動的に再構成
可能な光学系の実現に向けた重要な一歩であり、光技術の未来を大きく切り開くものと
して、今後の進展が注目されます。

元記事: https://www.photonics.com/Articles/Tunable-Virtual-Metasurfaces-Perform-Multiple/p5/a72403

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.photonics.com/Articles/Tunable-Virtual-Metasurfaces-Perform-Multiple/p5/a72403


#26 CNano TechnologyがMWCNT市場を牽引、Liイオン
バッテリー用添加剤で成長加速

概要

CNano Technologyは、カーボンナノチューブ（CNT）およびグラフェンベース製品の
研究開発、生産、商業化を専門とする先進材料科学企業であり、マルチウォールカー
ボンナノチューブ（MWCNT）の世界最大のメーカーの一つとして市場を牽引してい

ます。同社は、特にリチウムイオンバッテリーの性能向上に貢献する添加剤市場で強
力な成長を遂げています。CNanoの製品は、導電性高分子複合材料や帯電防止コーテ
ィングなど、多様な産業応用で活用されています。

公開日 2026年07月13日  Startup Intros  中国



詳細

主要成果

CNano Technologyは、カーボンナノチューブ（CNT）およびグラフェンベース製品の研
究開発、生産、商業化に特化した先進材料科学企業であり、特にマルチウォールカーボ
ンナノチューブ（MWCNT）分野で世界最大のメーカーの一つとして市場を牽引してい
ます。同社は、リチウムイオンバッテリー向け高性能添加剤市場で著しい成長を遂げて
おり、その技術と製品は多様な産業分野で採用されています。

技術・臨床詳細

CNano Technologyの主要製品は、独自の合成プロセスにより製造される高品質な
MWCNTです。MWCNTは、その優れた電気伝導性、高いアスペクト比、機械的強度を
活かし、リチウムイオンバッテリーの性能を大幅に向上させる導電助剤として機能しま
す。少量のMWCNTを電極材料に添加するだけで、電子移動経路が効率化され、バッテ
リーのエネルギー密度、出力、急速充電性能、サイクル寿命が向上します。また、
MWCNTは、導電性高分子複合材料に組み込むことで、航空宇宙、自動車、電子機器な
どの分野で軽量かつ導電性を持つ部品の製造を可能にします。さらに、帯電防止コーテ
ィングや耐食性コーティングにも応用され、製品の機能性と耐久性を高めています。
CNanoは、これらの高性能材料を大規模に生産する能力を持ち、産業界の厳しい要求に
応えています。

背景・業界文脈

世界の電気自動車（EV）市場の拡大と再生可能エネルギー貯蔵システムへの需要増大
は、高性能リチウムイオンバッテリー材料への投資を加速させています。カーボンナノ
チューブは、従来の導電助剤（カーボンブラックなど）と比較して、はるかに高い性能
を発揮できるため、バッテリー業界での採用が急速に広がっています。CNano

Technologyは、この成長市場において、長年にわたる研究開発と大規模生産能力を背景
に、主要なサプライヤーとしての地位を確立してきました。同社の成功は、ナノ材料が
現代産業におけるイノベーションと持続可能性の実現に不可欠な要素であることを示し
ています。



今後の展望

CNano Technologyは、リチウムイオンバッテリー市場におけるMWCNTの需要増大を背
景に、今後も強力な成長を継続すると予測されます。同社は、生産能力の拡大と製品ポ
ートフォリオの多様化を通じて、市場リーダーシップをさらに強化していくでしょう。
また、EVバッテリーだけでなく、5G通信、AIハードウェア、航空宇宙、医療機器な
ど、ナノ材料の新たな応用分野への参入も視野に入れています。CNanoの技術革新は、
高性能材料ソリューションの提供を通じて、グローバルな技術進歩と産業の変革に貢献
し続けることが期待されます。同社の取り組みは、ナノテクノロジーが社会の未来を形
作る上でいかに重要であるかを明確に示しています。

元記事: https://startupintros.com/orgs/cnano-technology

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://startupintros.com/orgs/cnano-technology


#27 熱再構成可能なメタサーフェスが線形波動制御から非
線形・化学機能へ進化、環境モニタリング・医療診断を革
新

概要

メタサーフェスは、光の振幅、位相、伝播方向、偏光をサブ波長スケールで制御でき

るコンパクトなフラット光学部品です。熱再構成可能なメタサーフェスは、静的な光
学素子から適応的で多機能なデバイスへの移行を加速しており、熱光学チューニング
がその中心を担っています。これにより、環境モニタリング、医療診断、化学分析向

けのデバイスが大幅に進歩し、これまでの限界を超えた新たな機能性を提供すること
が期待されます。

公開日 2026年07月10日  Nano Letters - ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

熱再構成可能なメタサーフェスの研究が進展し、光の振幅、位相、伝播方向、偏光をサ
ブ波長スケールで精密に制御できるこれらのコンパクトなフラット光学部品が、これま
での静的な光学素子の限界を超え、適応的で多機能なデバイスへと進化しています。特
に熱光学チューニング技術がこの進化を牽引しており、環境モニタリング、医療診断、
化学分析といった分野で革新的な進歩をもたらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

メタサーフェスは、周期的に配置されたナノ構造（メタ原子）から構成され、これらの
構造が光と相互作用することで、特定の光学特性を発現します。従来のメタサーフェス
は、一度製造されると機能が固定される静的なものでした。しかし、熱再構成可能なメ
タサーフェスは、温度変化によって材料の光学特性（例: 屈折率）が可逆的に変化する
熱光学効果を利用します。例えば、VO2（二酸化バナジウム）のような相転移材料をメ
タ原子に組み込むことで、温度を制御するだけでメタサーフェスの光学応答をダイナミ
ックに調整できます。これにより、単一のデバイスで異なる焦点距離、異なる波長選択
性、あるいは異なる偏光状態を実現することが可能になります。この適応性は、小型化
されたセンサーアレイにおける選択的ガス検出、非侵襲的な血糖値測定、特定の生体分
子のリアルタイム検出など、高度な分析を要求されるアプリケーションにおいて、その
精度と柔軟性を劇的に向上させます。

背景・業界文脈

現代社会では、センサーやイメージング技術において、より小型で高性能、そして適応
性の高い光学素子が求められています。特に、リアルタイムでの環境汚染物質の検出、
早期疾患診断、複雑な化学反応のモニタリングなど、現場での迅速な分析が重要な分野
では、汎用性と柔軟性のあるデバイスが不可欠です。従来の光学システムは、多くの場
合、複数の個別部品を組み合わせて構成されるため、大型化し、機能の変更も困難でし
た。メタサーフェスは、この課題を解決するブレークスルーとして期待されていました
が、その静的な性質が大きな制約となっていました。熱再構成可能なメタサーフェス
は、この制約を克服し、ナノフォトニクスと材料科学の融合により、新たな可能性を切
り開いています。



今後の展望

熱再構成可能なメタサーフェスの進展は、スマートセンサー、ウェアラブル医療機器、
ポータブル化学分析装置など、次世代の革新的な製品開発を加速させるでしょう。単一
のデバイスが複数の波長帯で動作したり、異なる種類の化学物質を検出したり、診断目
的に応じてイメージングモードを切り替えたりできるようになることで、その汎用性は
飛躍的に向上します。将来的には、これらの技術がIoT、スマートシティ、個別化医療
の基盤技術として統合され、よりスマートで持続可能な社会の実現に貢献することが期
待されます。熱光学チューニングによる動的な光学制御は、ナノテクノロジーが提供す
る最も有望なフロンティアの一つであり、今後の応用展開が非常に注目されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.nanolett.6b05450

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.nanolett.6b05450


#28 地球上に豊富な触媒が水分解効率向上に貢献、カーボ
ンニュートラルなエネルギーインフラへ

概要

本レビューは、電気化学的および光電気化学的水分解のための地球上に豊富に存在す
る触媒の進捗を調査し、多機能ナノ触媒を水素生成システム、酸素還元反応、CO2還
元技術などへ統合することで、カーボンニュートラルなエネルギーインフラに向けた

新たな道が開かれていることを強調しています。欠陥工学、表面機能化、階層型ナノ
構造などの新しい製造戦略が、触媒材料の発見と性能向上を加速させています。

公開日 2026年07月11日  ResearchGate  ドイツ



詳細

主要成果

地球上に豊富に存在する触媒材料が、電気化学的および光電気化学的水分解（水を水素
と酸素に分解するプロセス）の効率を大幅に向上させる研究が急速に進展しており、こ
れによりカーボンニュートラルなエネルギーインフラ構築に向けた新たな道筋が明確に
なってきました。特に、多機能ナノ触媒の水素生成システム、酸素還元反応、CO2還元
技術などへの統合が、この分野の革新を牽引しています。

技術・臨床詳細

本レビューでは、ニッケル、鉄、コバルト、銅といった地球上に豊富に存在する金属
や、それらの酸化物、硫化物、リン化物、窒化物、炭化物を用いた触媒が、高価な白金
族金属触媒に匹敵する、あるいはそれを超える性能を発揮する可能性が強調されていま
す。これらの触媒は、水の電気分解における水素発生反応（HER）や酸素発生反応
（OER）の過電圧を低減し、エネルギー効率を高めます。また、光電気化学的水分解に
おいては、太陽光エネルギーを直接利用して水を分解するため、クリーンな水素生産の
鍵となります。さらに、これらの多機能ナノ触媒は、燃料電池における酸素還元反応
（ORR）や、CO2を価値ある化学物質に変換するCO2還元技術にも応用され、カーボン
ニュートラルなサイクルを実現します。新しい製造戦略として、欠陥工学（材料内部の
原子空孔や格子欠陥を意図的に導入）、表面機能化（触媒表面を修飾して反応性を高め
る）、そして階層型ナノ構造（複数のスケールで構造を制御し、反応サイトと物質輸送
を最適化）が、触媒材料の活性と安定性を飛躍的に向上させています。

背景・業界文脈

化石燃料の枯渇と気候変動問題は、世界中でクリーンで持続可能なエネルギー源への転
換を加速させています。水素エネルギーは、高効率でクリーンな燃料として注目されて
いますが、その生産には水を分解するプロセスが不可欠です。しかし、現在の水分解技
術は、高価な貴金属触媒に依存しているため、コストが大きな課題となっていました。
地球上に豊富に存在する安価な材料から高性能な触媒を開発することは、水素エネルギ
ーの普及と、再生可能エネルギーシステム全体のコスト削減に直結するため、非常に重
要な研究テーマです。この分野での進展は、エネルギー安全保障と環境保護の両面で、
国際社会に大きな利益をもたらします。



今後の展望

地球上に豊富に存在する触媒材料を用いた電気化学的および光電気化学的水分解技術の
さらなる発展は、水素経済の実現に向けた重要な柱となるでしょう。研究は、触媒の長
期安定性、スケーラビリティ、そして実用環境での効率向上に焦点を当てて進められる
と予測されます。また、AIとマテリアルズインフォマティクス（MI）の活用により、新
しい触媒材料の発見と最適化が加速されることで、今後数年内に商業規模での実装が現
実のものとなる可能性を秘めています。この技術が普及すれば、持続可能な水素生産コ
ストが大幅に下がり、燃料電池車や水素発電など、幅広いクリーンエネルギー技術への
道が開かれ、最終的には真のカーボンニュートラルなエネルギーインフラの構築に貢献
するでしょう。

元記事: https://www.researchgate.net/publication/312338250_Earth-

abundant_catalysts_for_electrochemical_and_photoelectrochemical_water_splitting

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.researchgate.net/publication/312338250_Earth-abundant_catalysts_for_electrochemical_and_photoelectrochemical_water_splitting
https://www.researchgate.net/publication/312338250_Earth-abundant_catalysts_for_electrochemical_and_photoelectrochemical_water_splitting


#29 ヨハネスブルグ大学Dlamini教授、ナノテクノロジー
で南アフリカの水処理とセメントCO2排出削減に貢献

概要

ヨハネスブルグ大学（UJ）のDlamini教授は、南アフリカの地域社会にクリーンで安全
な水を提供するため、ナノテクノロジーを応用した持続可能な水処理ソリューション
を開発しています。特に国内の廃水処理システムの深刻な状況に対応し、ナノ材料を

用いた効率的な汚染物質除去を目指しています。また、セメント製造における二酸化
炭素排出量を大幅に削減する添加剤の開発にも成功し、関連特許を出願しており、環
境問題への複合的なアプローチを示しています。

公開日 2026年07月16日  University of Johannesburg News  南アフリカ



詳細

主要成果

ヨハネスブルグ大学（UJ）のDlamini教授は、ナノテクノロジーを駆使して南アフリカ
の地域社会が直面するクリーンな水へのアクセスという深刻な課題と、セメント製造に
おける二酸化炭素排出量の問題に取り組んでいます。同教授の研究は、より持続可能な
水処理アプローチを開発し、セメント製造プロセスのCO2排出量を大幅に削減する添加
剤を開発し、その関連特許を出願するなど、重要な成果を上げています。

技術・臨床詳細

水処理分野では、Dlamini教授の研究チームは、ナノ材料が持つ高い表面積と特異な吸
着・触媒特性を利用して、廃水中の汚染物質（重金属、有機物、バクテリア、ウイルス
など）を効率的に除去する新しいフィルターや吸着剤を開発しています。特に、南アフ
リカの既存の廃水処理システムの非効率性を考慮し、低コストでスケーラブルなナノテ
クノロジーベースのソリューションに焦点を当てています。これにより、水不足と水質
汚染という二重の課題を解決することを目指しています。セメント製造分野では、同教
授はナノスケールの添加剤を開発し、セメントの強度を高めつつ、製造に必要なクリン
カー（CO2排出量の多い主成分）の使用量を削減することに成功しました。この添加剤
により、従来のプロセスと比較してCO2排出量を大幅に削減しながら、同等以上のセメ
ント性能を維持できることが実証されており、関連特許も出願済みです。

背景・業界文脈

南アフリカは、水資源のひっ迫と老朽化したインフラ、そして急速な都市化により、水
供給と衛生に関する深刻な課題に直面しています。また、セメント産業は世界的に主要
なCO2排出源の一つであり、持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けた排出削減が強く
求められています。Dlamini教授の研究は、これらの複合的な環境・社会課題に対し
て、ナノテクノロジーという革新的なアプローチで対応しようとするものです。地域社
会の具体的なニーズに応えつつ、同時に産業全体の環境負荷を低減する可能性を秘めて
おり、アフリカ大陸における科学技術の社会貢献を示す好例と言えます。



今後の展望

Dlamini教授の研究は、南アフリカだけでなく、同様の課題を抱える他の開発途上国に
とっても重要なモデルとなるでしょう。水処理技術の商業化が進めば、安全な飲料水へ
のアクセスが向上し、公衆衛生の改善に大きく貢献します。また、CO2排出量を削減す
るセメント添加剤が実用化されれば、建設業界における持続可能性が飛躍的に高まり、
地球規模での気候変動対策に貢献する可能性があります。今後の研究では、これらのナ
ノテクノロジーソリューションのスケーラビリティ、費用対効果、そして長期的な環境
安全性評価に焦点が当てられるでしょう。UJのDlamini教授の取り組みは、ナノテクノ
ロジーが地域社会の具体的な問題解決に直結し、持続可能な未来を築くための強力なツ
ールであることを示しています。

元記事: https://news.uj.ac.za/news/ujs-prof-dlamini-applies-nanotechnology-for-clean-safe-water-for-

sa-communities/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.uj.ac.za/news/ujs-prof-dlamini-applies-nanotechnology-for-clean-safe-water-for-sa-communities/
https://news.uj.ac.za/news/ujs-prof-dlamini-applies-nanotechnology-for-clean-safe-water-for-sa-communities/


#30 米国半導体製造装置市場、次世代リソグラフィが牽
引：Canon NIL、ASML High-NA EUV、Applied
Materials エッチング技術が進化

概要

本記事は、公開されているマーケットリサーチレポートの概要紹介です。米国半導体

製造装置市場は、Canonのナノインプリントリソグラフィ（NIL）、ASMLのサブ2nm

対応High-NA EUVプラットフォーム、Applied MaterialsのSym3 Magnum Etch System

といった次世代リソグラフィ技術の進展に牽引されています。これらの革新技術は、

より微細で高性能な半導体製造を可能にし、市場成長を加速させる主要因となってい
ます。半導体製造におけるコスト削減と効率向上が、今後の焦点です。

公開日 2026年07月14日  openPR.com  アメリカ



詳細

レポート概要

本記事は、某発行会社が公開した米国半導体製造装置市場に関するマーケットリサーチ
レポートの概要紹介です。このレポートは、米国の半導体製造装置市場の現状、成長予
測、主要な技術動向、および主要なプレーヤーに関する詳細な分析を提供しています。
特に、次世代リソグラフィ技術と、それに関連するエッチング、成膜、検査装置の進展
に焦点が当てられています。調査期間は概ね現在から数年先までをカバーしています。

主要な調査結果

米国半導体製造装置市場は、次世代リソグラフィ技術の飛躍的な進展により、力強い成
長を遂げています。キヤノン（Canon Inc.）は、低コストで高解像度を実現するナノイ
ンプリントリソグラフィ（NIL）技術の開発を積極的に進めており、特に光電子デバイ
スやデータストレージ分野での応用が期待されています。一方、ASMLは、サブ2ナノメ
ートル（nm）以下の超微細プロセスを可能にするHigh-NA EUV（極端紫外線）リソグ
ラフィプラットフォームの展開を加速しており、最先端ロジックチップ製造のボトルネ
ックを解消します。また、Applied Materialsは、Sym3 Magnum Etch Systemによって、
複雑な3D構造を持つ半導体デバイスにおける高精度な導体エッチングを実現し、デバイ
ス性能の向上に貢献しています。これらの技術革新は、半導体の集積度と性能を向上さ
せ、人工知能（AI）、高性能コンピューティング（HPC）、5G通信などの需要増大に対
応するために不可欠です。

発行会社について

本レポートの発行会社の詳細については、記事中には具体的に記載されていません。

元記事: https://www.openpr.com/news/4576617/united-states-semiconductor-manufacturing-

equipment-market

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.openpr.com/news/4576617/united-states-semiconductor-manufacturing-equipment-market
https://www.openpr.com/news/4576617/united-states-semiconductor-manufacturing-equipment-market


#31 Ru-O-Ti固溶体触媒が酸性水酸化反応で高活性・高安
定性を両立、PEMWE向けイリジウムフリー触媒開発に道

概要

プロトン交換膜水電解槽（PEMWE）における効率的でスケーラブルな水素製造の実現
には、高価なイリジウムフリー触媒の開発が不可欠です。本研究では、固溶体Ru-O-Ti

ブリッジ構造における酸化物経路メカニズム（OPM）を導入することで、高い活性と

安定性を同時に達成する新規Ru系触媒を提案しました。開発されたRu0.8Ti0.2O2触媒
は、10 mA cm-2で1,100時間以上、200 mA cm-2で280時間以上という驚異的な安定性
を示し、次世代水電解触媒設計に重要な洞察を与えます。

公開日 2026年07月13日  CCS Chemistry  中国



詳細

主要成果

効率的でスケーラブルな水素製造を可能にするプロトン交換膜水電解槽（PEMWE）の
実現には、高価なイリジウム（Ir）に代わる触媒の開発が不可欠です。本研究では、固
溶体Ru-O-Tiブリッジ構造における酸化物経路メカニズム（OPM）を巧みに利用するこ
とで、酸性条件下での水酸化反応において、高活性と長期安定性を同時に達成する新し
いルテニウム（Ru）系触媒の開発に成功しました。これは、イリジウムフリー触媒開発
における大きなブレークスルーとなります。

技術・臨床詳細

研究チームは、ルテニウム（Ru）とチタン（Ti）の固溶体としてRu0.8Ti0.2O2触媒を設
計・合成しました。この触媒の最大の特徴は、酸化物経路メカニズム（OPM）を介して
酸素発生反応（OER）を進行させる点にあります。OPMは、表面の金属中心が酸化状態
を変化させることで酸素分子を生成するメカニズムであり、触媒の耐久性を高めること
が知られています。従来の触媒が活性と安定性のトレードオフに直面する中で、
Ru0.8Ti0.2O2触媒は、10 mA cm-2という電流密度で1,100時間以上にわたる連続運転に
おいても安定した性能を維持し、さらに高電流密度である200 mA cm-2においても280
時間以上の安定性を実証しました。この安定性は、PEMWEの実用化に向けた最大の課
題の一つであった触媒寿命の問題を大幅に改善するものです。密度汎関数理論（DFT）
計算と詳細な材料分析により、Ru-O-Ti固溶体内の局所的な電子構造と構造欠陥がOPM

を促進し、高い触媒活性と安定性に貢献していることが解明されました。

背景・業界文脈

水素は、再生可能エネルギー源からの電力を貯蔵・輸送する媒体として、また産業プロ
セスや燃料電池におけるクリーンな燃料として、カーボンニュートラル社会の実現に不
可欠な要素です。PEMWEは、高効率かつコンパクトな水素製造技術として注目されて
いますが、その性能とコストは貴金属触媒、特に高価なイリジウムに大きく依存してい
ます。イリジウムの供給は限られており、価格変動リスクも高いため、イリジウムフリ
ーまたは低イリジウム触媒の開発は、PEMWEの普及と水素エネルギーのコスト削減に
直結する喫緊の課題でした。本研究の成果は、この課題に対する有望な解決策を提示す
るものです。



今後の展望

今回のRu-O-Ti固溶体触媒の開発は、PEMWEにおけるイリジウムの使用量を大幅に削
減、あるいは完全に排除する道を開きます。これにより、水素生産のコストが劇的に下
がり、グリーン水素の普及が加速されるでしょう。研究チームは今後、触媒のスケーラ
ビリティ、製造プロセスの最適化、さらに過酷な条件下での長期耐久性評価に焦点を当
てて研究を進めることが予想されます。この技術は、燃料電池車、電力グリッドの水素
貯蔵システム、化学工業における水素供給など、幅広い分野での水素利用を促進し、最
終的には化石燃料に依存しない持続可能なエネルギーシステムの構築に大きく貢献する
と期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acscatal.6b01322

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acscatal.6b01322


#32 2D ZnIn2S4ナノシートの金属空孔が光触媒過酸化水
素生成を最大化

概要

二次元（2D）超薄型材料における欠陥が触媒効率に重要な役割を果たすことを報告す
る研究で、熱媒体戦略により合成された欠陥のある硫化亜鉛インジウム（ZnIn2S4）ナ
ノシートが光触媒過酸化水素（H2O2）生成において優れた性能を示しました。金属空

孔の導入は酸素分子の吸着と活性化を促進し、H2O2生成の触媒効率を大幅に向上させ
ることが実証されています。この発見は、効率的なクリーンエネルギー生成と環境修
復技術への新たな道を切り開きます。

公開日 2026年07月10日  ACS Applied Nano Materials - ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

二次元（2D）超薄型材料における金属空孔のような欠陥が、光触媒反応における収率を
劇的に向上させる重要な役割を果たすことが明らかになりました。本研究では、熱媒体
戦略を用いて合成された欠陥のある硫化亜鉛インジウム（ZnIn2S4）ナノシートが、光
触媒による過酸化水素（H2O2）生成において顕著な性能向上を達成したことを報告し
ています。この成果は、クリーンエネルギー生産や環境修復のための新しい触媒設計戦
略に重要な洞察を提供します。

技術・臨床詳細

研究チームは、特殊な熱媒体戦略を開発し、制御された方法でZnIn2S4ナノシートに金
属空孔（例えば、ZnやInの原子が格子から欠落したサイト）を導入することに成功しま
した。これらの金属空孔は、ナノシートの電子構造を局所的に変化させ、酸素分子
（O2）の吸着サイトおよび活性化サイトとして機能することが示されました。具体的
には、空孔の導入により、O2分子がZnIn2S4ナノシート表面により強く吸着し、効率的
に活性化されてH2O2生成に必要な中間体（例: スーパーオキシドラジカル）を形成しま
す。このメカニズムにより、過酸化水素の生成速度と選択性が大幅に向上し、従来の欠
陥のない材料と比較して触媒効率が数倍に達しました。光触媒H2O2生成は、汚染物質
の分解、医療殺菌、燃料電池など、幅広い分野で利用可能なグリーンケミカルプロセス
です。

背景・業界文脈

過酸化水素は、環境に優しい強力な酸化剤として、水処理、パルプ・製紙、化学合成な
ど多くの産業で広く使用されています。しかし、従来のH2O2製造プロセス（アントラ
キノン法など）は、エネルギー消費が大きく、有害な副生成物を伴う場合があります。
光触媒によるH2O2生成は、太陽光エネルギーを利用して水を分解し、その場でH2O2を
合成できるため、よりクリーンで持続可能な代替手段として注目されています。2D材料
は、高い表面積と光吸収能力から光触媒として有望視されていますが、その性能をさら
に向上させるための戦略が求められていました。本研究は、欠陥工学というアプローチ
を通じて、この課題に対する具体的な解決策を示しています。



今後の展望

金属空孔の導入によって光触媒H2O2生成効率が劇的に向上するという発見は、2Dナノ
材料の設計と最適化における新たなパラダイムを提示します。今後、この欠陥工学戦略
を他の半導体光触媒材料にも応用することで、様々なクリーンエネルギー生成（例: 水
分解による水素生成）や環境修復（例: 有機汚染物質の分解）プロセスの効率を向上さ
せる可能性を秘めています。研究チームは、空孔の種類、濃度、分布をさらに精密に制
御することで、触媒性能のさらなる最適化と長期安定性の向上を目指すでしょう。将来
的には、これらの高性能2Dナノ材料が、工業規模での持続可能なH2O2生産や、太陽光
を利用した大規模な環境浄化システムへの応用を実現し、持続可能な社会の構築に不可
欠な技術となることが期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsanm.6c00663

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsanm.6c00663


#33 メタサーフェスが表面計測に革命、超コンパクトセン
サーで複数機能を統合可能に

概要

メタサーフェスが表面計測アプリケーションに革命をもたらす可能性が議論されてい
ます。ナノフォトニクスを活用することで、単一のメタサーフェスが複数の従来の光
学素子の機能を提供できるようになり、センサーの小型化と機能強化による統合をサ

ポートします。この技術は、光の位相、偏光、振幅をサブ波長スケールで精密に操作
することで、超コンパクトで高性能なセンサーの作成を可能にし、精密計測分野の新
たな地平を切り開きます。

公開日 2026年07月13日  euspen  イギリス



詳細

主要成果

メタサーフェス技術は、表面計測アプリケーションに革命的な変化をもたらす可能性を
秘めており、特にナノフォトニクスを活用することで、単一の超コンパクトな光学素子
が複数の従来の光学部品の機能を代替できるようになります。これにより、センサーシ
ステムの劇的な小型化と機能統合が実現し、精密計測分野に新たな標準をもたらすこと
が期待されます。

技術・臨床詳細

メタサーフェスは、その表面に設計された周期的なナノ構造（メタ原子）を通じて、入
射する光の位相、偏光、振幅をサブ波長スケールで自在に操作できます。この独自の特
性により、従来のレンズ、プリズム、回折格子といった複数の光学部品がそれぞれ担っ
ていた機能を、一枚の薄いメタサーフェスに集約することが可能になります。例えば、
複数の波長帯で同時に機能するマルチスペクトルセンサーや、異なる方向からの光を同
時に測定する広視野角センサーを、単一の超小型チップ上に実現できます。表面計測で
は、対象物の微細な形状、粗さ、材料特性などを高精度で評価する必要があり、メタサ
ーフェスは光学的プローブとして、より高感度かつ高解像度のデータ取得を可能にしま
す。これにより、製造プロセスにおけるリアルタイム品質管理、材料科学における表面
分析、医療診断における非侵襲的イメージングなど、幅広い分野での応用が期待されま
す。

背景・業界文脈

精密な表面計測は、半導体製造、航空宇宙、自動車、医療機器など、多くのハイテク産
業において製品の品質と性能を保証するために不可欠です。しかし、従来の光学計測シ
ステムは、そのサイズと複雑さから、特定のアプリケーションでの統合が困難であった
り、コストが高くなったりする課題を抱えていました。ナノテクノロジーの進展、特に
ナノフォトニクス分野の発展は、これらの課題に対する新しい解決策を提供していま
す。メタサーフェスは、光と物質の相互作用をナノスケールで制御することで、光学設
計のパラダイムを根本的に変え、より小型で高性能、そして多機能な計測システムの実
現を可能にします。



今後の展望

メタサーフェス技術の進化は、表面計測の精度と効率を飛躍的に向上させるだけでな
く、これまでの計測システムの適用範囲を大きく広げるでしょう。将来的には、製造ラ
インに直接組み込まれるインライン計測システムや、ウェアラブルな診断デバイス、あ
るいは自律型ロボットの精密な環境認識センサーなど、多様な形で応用されることが期
待されます。これにより、スマートファクトリーの実現、医療のパーソナル化、自動運
転技術の安全性向上などに貢献する重要な基盤技術となるでしょう。euspenのような精
密工学の会議でこのテーマが議論されることは、学術界と産業界が協力してこの技術の
商業化と実用化を加速させていることを示しており、今後の発展が非常に注目されま
す。

元記事: https://www.euspen.eu/events/met-props-sic-sfs-13th-july-2026/

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.euspen.eu/events/met-props-sic-sfs-13th-july-2026/


#34 PtNiナノ結晶の局所配位非対称性がORRとEGOR触媒
性能をPt/C比最大6.73倍向上

概要

本研究では、白金ニッケル（PtNi）ナノ結晶における局所的な配位の非対称性が、酸
素還元反応（ORR）とエチレングリコール酸化反応（EGOR）の両方で触媒性能を劇的
に向上させることを明らかにしました。PtNiナノ結晶は、市販のPt/C触媒と比較して

ORRで6.73倍、EGORで3.86倍という顕著な質量活性を示しました。密度汎関数理論
（DFT）計算とin situ電気化学赤外分光法により、アップシフトしたdバンド中心がO2

とEGの吸着を強化し、反応物の活性化に貢献することが解明されています。

公開日 2026年07月09日  ACS Applied Engineering Materials - ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

白金ニッケル（PtNi）ナノ結晶において、その原子レベルでの局所的な配位の非対称性
が、燃料電池や化学合成において重要な役割を果たす酸素還元反応（ORR）とエチレン
グリコール酸化反応（EGOR）の両方で、触媒性能を劇的に向上させることが発見され
ました。このPtNiナノ結晶は、市販の白金炭素（Pt/C）触媒と比較して、ORRで6.73

倍、EGORで3.86倍という非常に高い質量活性を示し、貴金属触媒の効率向上に新たな
道を開きました。

技術・臨床詳細

研究チームは、制御された合成法により、PtとNiの原子が特定の不均一な配位環境を持
つPtNiナノ結晶を調製しました。この局所的な配位非対称性により、Pt原子の電子状態
が最適化され、特にdバンド中心がアップシフトすることが密度汎関数理論（DFT）計
算によって示されました。このdバンド中心のアップシフトは、酸素分子（O2）および
エチレングリコール（EG）分子の触媒表面への吸着を強化し、反応物と触媒との相互作
用を促進します。in situ電気化学赤外分光法による詳細な分析も、このメカニズムを裏
付け、重要な酸素化中間体の形成が促進されることを明らかにしました。これにより、
ORRでは酸素の4電子還元経路が優先され、EGORではEGがより効率的に酸化され、電流
密度が大幅に向上します。これらの結果は、貴金属の使用量を削減しつつ、高い性能を
発揮する次世代触媒の設計原理を提供します。

背景・業界文脈

燃料電池技術は、クリーンエネルギー変換において大きな期待を集めていますが、その
性能とコストは貴金属触媒、特に白金に大きく依存しています。白金は高価で供給が限
られているため、その使用量を減らしつつ性能を維持または向上させる「低白金」また
は「白金フリー」触媒の開発が、研究開発の最前線にあります。また、エチレングリコ
ールは、液体燃料電池の燃料候補や化学原料として有望であり、その効率的な電気化学
的酸化は、エネルギー変換効率と付加価値化学品生産の両方で重要です。PtNi合金ナノ
結晶は、白金族金属の電子構造を調整することで触媒性能を向上させる可能性を秘めて
いましたが、そのメカニズムの深い理解が求められていました。



今後の展望

PtNiナノ結晶における局所配位非対称性による触媒性能の向上という発見は、燃料電
池、金属空気電池、電気化学合成など、幅広い電気化学デバイスの設計に大きな影響を
与えるでしょう。今後、この設計原理を他の多金属ナノ触媒システムに拡張し、さらに
高性能でコスト効率の高い触媒の開発が期待されます。特に、燃料電池の商業化におけ
る最大の課題である貴金属触媒のコスト削減と長期安定性向上に貢献する可能性があり
ます。研究チームは、触媒の組成、サイズ、形状、そして欠陥構造をさらに精密に制御
することで、実用的なアプリケーションへの展開を目指すでしょう。この研究は、持続
可能なエネルギー技術の発展と、貴金属資源のより効率的な利用に向けた重要な一歩と
なるものです。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.applyengmaterials.6b00196

収集日: 2026年07月17日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.applyengmaterials.6b00196


#35 KAISTが電気信号で光学機能を再構成可能な「宇宙セ
ンサー」向けメタサーフェスを開発、単一チップで多様な
役割

概要

韓国科学技術院（KAIST）の研究チームが、電気信号のみで光学機能を再構成できるメ

タサーフェスベースのミッド赤外線空間光変調器（SLM）を開発し、「宇宙センサ
ー」の時代を拓く可能性を示しました。このシリコンフォトニクスで製造された小型
デバイスは、熱画像センサー、分光計、赤外線カメラなど多様な役割を単一の超小型

光チップで実行できる可能性を秘めています。将来的には、光の方向や偏光も自由に
制御できる「ユニバーサル再構成可能光学」への発展が期待されます。

公開日 2026年07月14日  EurekAlert!  韓国



詳細

主要成果

韓国科学技術院（KAIST）の研究チームが、電気信号のみによって光学機能を動的に再
構成できる画期的なメタサーフェスベースのミッド赤外線空間光変調器（SLM）の開発
に成功しました。この成果は、小型かつ多機能な「宇宙センサー」の実現に向けた重要
な一歩であり、これまでの光学デバイスの限界を打ち破る可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

開発されたSLMは、シリコンフォトニクス技術を用いて製造されており、既存の複雑な
光学システムと比較して劇的に小型化されています。このデバイスの核心は、ナノスケ
ールの構造を持つメタサーフェスが、印加される電気信号によってその光学特性（例:

光の透過率、位相、偏光）をリアルタイムで変化させられる点にあります。従来のSLM

は、メカニカルな可動部品や熱光学効果を利用するものが主流でしたが、KAISTのデバ
イスは電気的に直接制御することで、応答速度を向上させ、消費電力を低減します。こ
れにより、単一の超小型光チップ上で、熱画像を生成するセンサー、特定のスペクトル
情報を分析する分光計、さらには高解像度の赤外線カメラといった、複数の異なる光学
機能をプログラム可能に実行できます。例えば、ある瞬間に熱画像を撮影し、次の瞬間
に特定のガス成分を検出するために分光モードに切り替えるといった柔軟な運用が可能
になります。

背景・業界文脈

現代社会では、スマートフォン、自動運転車、衛星、医療診断装置など、あらゆる分野
で小型・軽量・高性能なセンサーの需要が高まっています。特に、宇宙探査や監視、防
衛分野においては、多様な環境条件下で複数の機能を柔軟にこなせるコンパクトなセン
サーシステムが不可欠です。従来の光学システムは、多くのレンズやフィルター、検出
器を組み合わせる必要があり、大型化、高コスト化、低速化という課題を抱えていまし
た。メタサーフェス技術は、これらの課題を克服する可能性を秘めていましたが、その
多くは固定された機能しか持ちませんでした。KAISTのこのブレークスルーは、動的に
光学特性を制御することで、この制約を打ち破り、次世代のスマート光学システムの実
現に大きく貢献します。



今後の展望

KAISTが開発した電気的に再構成可能なメタサーフェスSLMは、「ユニバーサル再構成
可能光学」というビジョンの実現に向けた重要な一歩となるでしょう。将来的には、こ
の技術をさらに進化させ、光の方向、偏光、焦点を完全に自由に制御できるデバイスが
実現される可能性があります。これにより、衛星搭載センサー、ドローン搭載監視シス
テム、小型医療イメージング機器など、様々なアプリケーションで画期的な性能向上と
機能統合が期待されます。また、生産コストが低く、シリコンフォトニクスとの親和性
が高いため、大規模な商業化も視野に入ってきます。この技術は、ナノテクノロジーが
宇宙産業や先進センサー技術に与える影響を象徴するものであり、今後の実用化と市場
展開が非常に注目されます。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1020612
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